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秋篠宮家学術顧問（2004 年～）  

国際交流基金関西国際センター所長（2015 年～）  

 

略 歴  

1944 年  岡山県新見市生まれ  
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1969 年  大阪外国語大学外国語学部助手  

1988 年  同大学地域文化学科アジア 2 講座教授（東南アジア地域研究/タイ国政治・社

会論） 

1994 年  同大学学生部長（～1997 年）  

1999 年  同大学学長（～2003 年）  

2004 年  日本学生支援機構参与（国際交流担当、東京国際交流館長）（～2008 年 3月)  

2008 年  東京外国語大学特任教授（～2010 年） 

2011 年  大阪観光大学学長直属特任教授（～2013年）  

2013 年  大阪観光大学国際交流学部教授・学部長・副学長（～2016年)  

2016 年  大阪観光大学学長（～2020 年）  



(備考)  

1975 年～1977 年  タイ国チュラーロンコーン大学およびタマサート大学客員講師  

1985 年～1987 年  在タイ日本国大使館専門調査員  

1992 年～1993 年  日本学術振興会バンコク研究連絡センター所長  

1994年 8 月～9 月 米国ノーザン・イリノイ大学東南アジア研究センター短期研究員 

2008年 10月 1 日～2015 年 5月 31日  泉佐野市教育委員会教育委員長  

2012年 3 月 27 日～2019 年 3月 28日  アース製薬株式会社(社外)取締役  

2017年 10月 6 日～10 月 28 日    宮内庁御用掛  

 

所 属学会 

日本タイ学会（会長、2003 年 7月~2007 年 6 月） 

東南アジア学会 
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生き物文化誌学会（評議員） 

家畜資源研究会（理事） 

 

社会活動歴  

「日本タイクラブ」代表（1990年～）  

NPO 法人 泉佐野地球交流協会（理事・代表 1990 年 9 月～2009 年 5 月、相談役 2009 年

5 月～）  

学校法人天王寺学館理事・評議員（2006年～） 

高梁市市政アドバイザー（2006年 7 月～）  

学校法人明浄学院理事・評議員（2010 年～） 

国立大学法人和歌山大学経営協議会委員（2010 年~ )  



大阪府立久米田高等学校協議会委員（2012 年 8月~2018年 3 月)  

大阪府立日根野高等学校協議会委員（2013 年 4月~2018年 3 月)  

山階鳥類研究所評議員（2012 年～） 

泉佐野市特別顧問（2015 年 7 月～） 

公益財団法人坂田記念ジャーナリズム振興財団理事 理事長（2019年 5 月～） 

 

受 賞 歴 

1990 年  第 2 回アジア・太平洋賞特別賞（毎日新聞社、(社)アジア調査会） 

1996 年  勲三等白象章（タイ王国）  

2018 年  泉佐野市市制 70周年表彰  
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赤木攻教授業績目録 

I. 著書（単著） 

No. タイトル  出版者 出版年 

1. 『タイ国憲法論——仏暦 2511 年新憲法

を中心として』 

 大阪外国語大学タイ語

研究室 

 

1970 年 

2.  『タイの政治文化——剛と柔』  勁草書房 

 

1989 年 

3.  『タイの永住日本人』  めこん 

 

1992 年 

4.  『タイ政治ガイドブック』  Meechai and ARS Legal 

Consultants  

 

1994 年 

5.  『復刻版 タイの政治文化——剛と柔』 

 

 エヌ・エヌ・エー 2008 年 

6. 『タイのかたち』  めこん 2019 年 

 

II. 著書（共著、編著、共編著） 

No. タイトル  共著者名、出版者 出版年 

1. An Index of Officials in Traditional 

Thai Governments （ Discussion 

paper / Center for Southeast Asian 

Studies, Kyoto University, no. 76） 

 Yoneo Ishii, Shigeharu 

Tanabe との共著 

Center for Southeast 

Asian Studies, Kyoto 

University 

 

1974 

2. ดรรชนีคน้ค ำในจำรกึสโุขทัย A Glossarial 

Index of the Sukhothai Inscriptions 

 Yoneo Ishii, Nidhi 

Aewsrivongse, Aroonrut 

Wichienkhiew, Noriko 

Endo との共著 Amarin 

Publication 

 

1989 

3.  『タイ——工業化と地域社会の変動』  北原淳との編著 法律文

化社 

1995 年 
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4.  State of Thai Studies in Japan  

สถำนภำพของไทยศกึษำในประเทศญีปุ่่ น  

 Kitahara Atsusi との編著 

The Thai Seminar of 

Japan  

 

1996 

5.  『続・タイ農村の構造と変動——15 年

の軌跡』 

 北原淳、竹内隆夫との編

著 勁草書房 

 

2000 年 

6.  『東アジア政治のダイナミズム』（講座

東アジア近現代史 5） 

 安井三吉との編著 青木

書店 

 

2002 年 

7.  『現代タイ動向 2006-2008』  日本タイ協会編 めこん 

 

2008 年 

8.  『タイ事典』  日本タイ学会編（編集代

表：赤木攻） めこん 

 

2009 年 

9. Chickens and Humans in Thailand : 

Their Multiple Relationships and 

Domestication  

 Honorary editors, Maha 

Chakri Sirindhorn, 

Akishinonomiya Fumihito; 

Chief editors, Pairash 

Thajchayapong, Akagi 

Osamu The Siam Society 

 

2010 

10.  『白象の歩み——大阪外国語大学にお

けるタイ学六〇年』 

 白象会 60 周年記念誌編

集委員会編（編集委員会

委員長：赤木攻）白象会

60 周年記念誌出版会 

2010 年 

 

III. 訳著 

No. タイトル  著者名、出版者 出版年 

1. 『タイ知識人の苦悩——プオイを中心

として』 

 スラック・シワラック著 

井村文化事業社 

 

1984 年 

2.  『タイ現代史への一証言』  プオイ・ウンパーコーン

著 井村文化事業社 

1987 年 
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IV. 論文（単著） 

No. タイトル  掲載誌名、掲載巻号 出版年月 

1. 「プリーディー・パノムヨン〔タイ革

命家〕について」 

 『大阪外国語大学学報』第

28 号 

 

1972 年 1 月 

2. 「タイにおける妻の地位——婚姻の解

消について」 

 『大阪外国語大学学報』第

29 号 創立五十周年記念 

 

1973 年 2 月 

3. 「タイ国憲法論への一視角——伝統的

法秩序の重み」 

 

 『アジア』第 9 巻第 9 号 1974 年 10 月 

4. 「マンラーイ法典について」  『東南アジア：歴史と文

化』1974 年第 4 号 

 

1974 年 11 月 

5. 「タマサート大学史——その成立を中

心に」（高等教育総合研究・比較研究

部門研究報告-6-アジア諸国の高等教

育に関する研究報告） 

 

 『国立教育研究所紀要』第

87 集 

1975 年 3 月 

6. 「タイの大学人における『危機』意識

(資料)」(高等教育総合研究・比較研究

部門研究報告-6-アジア諸国の高等教

育に関する研究報告) 

 

 『国立教育研究所紀要』第

87 集 

1975 年 3 月 

7. 「タイ国憲法の史的考察——新憲法へ

の視角」 

 『外務省調査月報』第 16

巻第 3 号 

 

1975 年 8 月 

8. 「タイ国の法体系に関する一考察（Ⅰ）

——伝統的法体系の存続」 

 『東南アジア研究』第 13

巻第 3 号 

 

1975 年 12 月 

9. 「 タ イ 国 の 法 体 系 に 関 す る 一 考 察 

( II )——伝統的法体系の存続」 

 『東南アジア研究』第 13

巻第 4 号 

 

1976 年 3 月 
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10. “The Historical Development of 

Thammasat University” 

 Research Bulletin of the 

National Institute for 

Educational Research 

No.15 

 

March 1977 

11. 「王制の歴史・その機能と役割——左

右両翼勢力に揺れるアジア大陸最古

の王朝」 

 『国際経済』臨時増刊号

（タイ特集）第 14 巻第

14 号 通巻 172 号 

 

1977 年 12 月 

12. “Research Note and Data on 

“Pocketbook" Publication in 

Thailand, 1973-1976"  

 『 東 南 ア ジ ア 研 究 』 ／

South East Asian Studies, 

Vol. 16, No.3 

 

Dec. 1978 

13. 「タイ国の近代化過程における海外留

学——絶対王制との関連において」 

 『国立教育研究所紀要』第

94 集 

 

1978 年 3 月 

14. 「タイにおける＜コーミュニット＞の

政治学——象徴と政治化をめぐって」 

 『アジア経済』第 21 巻第

2 号 

 

1980 年 2 月 

15. 「タイ政治への社会文化的接近——政

治集団を主題に」 

 

 『東亜』第 152 号 1980 年 2 月 

16. 「タイにおける官僚政治の社会・文化

的基盤試論」 

 『アジア研究』第 27 巻第

3 号 

 

1980 年 10 月 

17. 「チャオプラヤー・プラサデット——

タイ近代教育の案内者」 

 阿部洋編集『現代に生き

る教育思想 第 8 巻 アジ

ア』 ぎょうせい 

 

1981 年 10 月 

18. 「タイにおける子どもの社会化」  『現代アジア社会の研究：

1981 年度特定研究報告

書』 大阪外国語大学ア

ジア研究会 

 

1982 年 3 月 

19. 「『タイ国共産党』の形成と発展（上）」  『東亜』第 179 号 

 

1982 年 5 月 
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20. 「『タイ国共産党』の形成と発展（中）」 

 

 『東亜』第 180 号 1982 年 6 月 

21. 「『タイ国共産党』の形成と発展（下）」  『東亜』第 182 号 

 

1982 年 8 月 

22. 「『タイ全国学生センター』を中心にみ

た学生運動の歴史」 

 多賀秋五郎編著『現代ア

ジア教育史研究』 多賀

出版 

 

1983 年 2 月 

23. 「タイ村落における権威基盤試論——

＜バーン＞をめぐって」 

 『現代アジア政治におけ

る地域と民衆：1982 年度

特定研究報告書』大阪外

国語大学アジア研究会 

 

1983 年 3 月 

24. 「＜ラック・タイ＞の成立と状況化に

関する覚え書き」 

 『タイ・ベトナムと日本 : 

冨田竹二郎教授退官記念

論集』大阪外国語大学タ

イ・ベトナム語学科 

 

1984 年 2 月 

25. 「『半組織』によるタイの政治社会——

＜ほどほど性社会＞における組織態

様」 

 『国際経済』LA International

臨時増刊（タイ特集）第

24 巻第 9 号 通巻 277 号 

 

1987 年 6 月 

26. 「ポスト『危機』の『虚脱感』——タ

イの高等教育」 

 『IDE・現代の高等教育』

第 306 号 

 

1989 年 

27. 「サンガへの挑戦——タイにおける仏

教改革運動素描」 

 『大阪外国語大学アジア

学論叢』創刊号 

 

1991 年 3 月 

28. 「タイ国の『国境』確定——近代的主

権国家の成立過程」 

 『東南アジアの国際関係』

（講座東南アジア学第 9

巻） 弘文堂 

 

1991 年 7 月 

29. 「タイにおける『国歌』成立に関する

覚え書き——『民族』創造の一表現」 

 『大阪外国語大学アジア

学論叢』第 2 号 

 

1992 年 3 月 
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30. 「地方からみたタイの政治発展——経

済発展と民主化」 

 

 『大阪外国語大学アジア

学論叢』第 3 号 

1993 年 3 月 

31. “นักเรยีนนอกในระบบ 

สมบรูณำญำสทิธริำชยไ์ทย”  

 รวมบทควำมประวตัศิำสตร ์

ฉบับที ่ 15, สมำคม

ประวัตศิำสตร ์

 

1993 

32. 「1940 年代：『東南アジア』誕生の兆

し——近代的諸概念の学習と日本の

軍事的進出」 

 

 『大阪外国語大学アジア

学論叢』第 4 号 

 

1994 年 1 月 

33. 「法の先祖帰り」  『法学セミナー』第 474 号 

 

1994 年 

34. 「日本における『アジア太平洋圏』構

想の形成——大来佐武郎氏の活動を

通して｣ 

 『『アジア・太平洋圏』文明

の構築をめざして——相

互認識を通しての共通の

価値観の模索』 大阪外国

語大学 

 

1998 年 3 月 

35. 「国民国家形成におけるタイの意思決

定」 

 五百旗頭真編著『『アジア

型リーダーシップ』と国

家形成』TBS ブリタニカ 

 

1998 年 3 月 

36. 「家禽化と闘鶏」  秋篠宮文仁編著『鶏と人

——民族生物学の視点か

ら』小学館 

 

2000 年 6 月 

37. 「『王政』と正当性——タイ政治の核

心」 

 赤木攻、安井三吉編『東

アジア政治のダイナミズ

ム』（講座 東アジア近現

代史５）青木書店 

 

2002 年 4 月 

38. 「『天使の都』に浮遊する日本人——日

タイ関係と日本人社会の変容」 

 

 『アジア遊学』第 57 号 2003 年 11 月 
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39. 「プーミポン国王の 60 年」  『バンコク日本人商工会

議所所報』第 530 号 

 

2006 年 6 月 

40. 「留学が世界にもたらすもの——泰日

工業大学が教える」 

 『留学―体験と考察―』 

国士舘大学大学院グロー

バル･アジア研究科 

 

2006 年 

41. 「非倫理性と非合法性に満ちたタイ政

治社会——正当性を失った国家の行

方は？」 

 

 『改革者』第 49 巻第 11 号 

通巻 580 号 

2008 年 11 月 

42. 「大阪外国語大学におけるタイ学の教

育・研究の歴史」 

 『白象の歩み——大阪外

国語大学におけるタイ学

60 年』白象会 60 周年記

念誌出版会 

 

2010 年 12 月 

43. 「タイ国日本人会史（1953～2013）」  100 年史編集委員会編

『タイと共に歩んで——

泰国日本人会百年史』泰

国日本人会 

2013 年 9 月 

 

V. 論文（共著） 

No. タイトル  共著者名、掲載誌名、掲載巻号  出版年月 

1.  「北部タイ、チエンコーンにおけるプ

ラー・ブック（Pangasianodon gigas）

の民族魚類学的考察」 

 秋道智弥、秋篠宮文仁、高

井康弘との共著 『国立民族

学博物館研究報告』第 21 巻

第 2 号 

 

1997 年 1 月 

2.  「日本の情報メディアとアジア太平

洋圏」 

 秋田茂との共著 『大阪外国

語大学アジア太平洋論叢』

第 8 号 

 

1998 年 3 月 
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3.  “Bridging ASEAN with Lexicology”   峰岸真琴との共著  

Bridging ASEAN with 

Lexicology  Language, 

Literature and Culture in 

ASEAN : Unity in Diversity 

(Proceedings of the 

International Conference, 

4-5 August 2008) Faculty 

of Arts, Chulalongkorn 

University 

 

2008 

4. “Culture Concerning Chickens: 

Fighting Cocks” 

 

 Saroj Jiarakongman との共

著  Chickens and Humans 

in Thailand : Their 

Multiple Relationships and 

Domestication The Siam 

Society 

2010 

 

VI. 報告書 

No. タイトル  出版者 出版年月 

1. 『タイ高等教育に関する基礎資料（II）』  （高等教育総合研究中間

資料 No.21、比較研究部

門第 18 集） 新井郁男他

との共著  国立教育研

究所 

  

1972 年 9 月 

2.  『タイ国文民政府下の政治思想状況—

—1973.10.14～1976.10.6』 

 （ 所 内 資 料 調 査 企 画 室

No.53-1） アジア経済研

究所 

 

1979 年 

3. 『『アジア・太平洋圏』文明の構築をめ

ざして——相互認識を通しての共通

の価値観の模索』 

 （科学研究費補助金(基盤

研究 A) 研究成果報告

書、 1995 年-1997 年度）

大阪外国語大学 

 

1998 年 3 月 
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4. 『東南アジアにおける経済発展と農村

の変容——15 年の経験』 

 （科学研究費補助金(国際

学術研究・学術調査)研

究成果報告書、平成 7～

9 年度） 大阪外国語大学 

 

1998 年 3 月 

5. 『メコン河集水域における自然と文化

の相互関係にかんする生態史的総合

研究』 

 （科学研究費補助金(基盤

研究(A)(2))研究成果報

告書、平成 11～13 年度）

大阪外国語大学 

2003 年 3 月 

 

VII. 監修 

No. タイトル  著者名、出版者 出版年月 

1. 『タイビジネス文化論』  間米康生著  国際語学

社 

 

1996 年 

2. 『タイ語読解力養成講座』  野津幸治、佐藤博史、宮

本マラシー著 めこん 

 

1999 年 

3. 『間違いだらけのタイ語』  中島マリン、吉川由佳著 

めこん 

 

2004 年 

4. 『挫折しないタイ文字レッスン』  中島マリン著 めこん 

 

2006 年 

5. 『タイ検定——タイ検定公式テキス

ト』（ASEAN 検定シリーズ） 

 

 柿崎一郎他著 めこん 2010 年 

6. 「仏暦 2557 年タイ王国憲法（暫定版）

——仏暦 2557 年（西暦 2014 年）7 月

22 日制定」 

 小野健一翻訳 『タイ国

情報』第 48 巻第 4 号 

2014 年 7 月 
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VIII. 翻訳 

No. タイトル  著者・共訳者名、掲載誌

名、掲載巻号 

出版年月 

1. 「日本『黄禍』特集」（タイ国の月刊誌

『サンコマサー・パリタット(社会科

学評論)』1972 年 4 月号の全訳） 

 石井米雄編訳、吉川利

治、赤木攻協力 『中央公

論』第 88 巻第 2 号 

 

1973 年 2 月 

2. 「倫理（道徳）教科書（後期初等教育課

程用、文部省指定）」 

 プレーク・ソンティラッ

ク著 『比較教育文化研

究施設紀要』第 29 集 

 

1973 年 

3. 「タイ有力誌の日本黄禍特集——日本

総合商社と公害への告発」 

 吉川利治と共訳 『中央

公論 経営問題』 第 13

巻第 2 号 

 

1974 年 6 月 

4. 『タイの昔話』（世界民間文芸叢書第 3

巻） 

 吉川利治と編訳  三弥

井書店 

 

1976 年 5 月 

5. 「森からの手紙——タイ国共産党革命

基地の実態」 

 チョンティラー・サッタ

ヤーワッタナー著 『ア

ジア時報』第 102 号 

 

1978 年 10 月 

6. 「『超能力者』反乱——南タイにおける

『ピー・ブン』」 

 ソムチョート・オーンサ

クン著『現代アジアにお

ける地域政治の諸相』大

阪外国語大学アジア研

究会 

 

1984 年 

7. 「『半植民地＝半封建』理論に起因する

タイ生産様式研究の諸問題」 

 ソンチャイ・ナ・ヤラー

著 『アジアにおける資

本主義論争』神戸大学文

学部 

 

1990 年 
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8. 『奇跡の名犬物語——世界一賢いロイ

ヤル・ドッグトーンデーン』 

 プーミポン・アドゥンヤ

デート国王陛下著 木村

修絵 世界文化社 

 

2006 年 12 月 

 

IX. 書評 

No. タイトル  掲載誌名、掲載巻号 出版年月 

1. 「市川健二郎著『日本占領下タイの抗

日運動——自由タイの指導者たち』」 

 『東南アジア：歴史と文

化』第 18 号 

 

1989 年 5 月 

2. 「口羽益生編『ドンデーン村の伝統構

造とその変容』」 

 『ソシオロジ』第 35 巻第

3 号 

 

1991 年 2 月 

3. 「丸山孝一編著『現代タイ農民生活誌

——タイ文化を支える人びとの暮ら

し』」  

 

 『大阪外国語大学アジア

太平洋論叢』第 6 号 

1996 年 3 月 

 

X. 評論・解説 

No. タイトル  掲載書・誌名、掲載巻号 出版年月 

1. 「タノーム政権の苦境——密猟スキャ

ンダル事件」 

 『アジ調月報』第 39 号 

 

 

1973 年 7 月 

2. 「大いなる悲しみの日——タノーム政

権の崩壊」 

 

 『アジ調月報』第 44 号 

 

1973 年 12 月 

3. 「タイの新憲法公布と迎える試練」  『アジア時報』第 56 号 

 

 

1974 年 12 月 

4. 「10・6 政変以後のタイ国——日本経

済抜きに考えられないタイ経済」 

 『アジア時報』第 89 号 

 

 

1977 年 9 月 

5. 「『日本運河村』」  『アジア時報』第 129 号 

 

1981 年 1 月 
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6. 「吉田さんは最近また村へ来られた

か」 

 『おもいで』（故吉田尚史

三井銀行バンコク支店長

追悼本、非売品） 

 

1982 年 7 月 

7. “กำรขัดเกลำทำงสงัคมในชนบทไทย 
Socialization in Thai Rural 

Community”    

 สงัคมชนบทไทย : ลานแหลม

และหนองกุง Villages in 

Thailand : Lanlaem and 

Nongkung Faculty of 

Letters, Kobe University 

 

1982 年 3 月 

8. 「タイの子どもの日本観」  『アジア時報』第 156 号 

 

1983 年 4 月 

9. 「阪神タイガース優勝祝賀会顛末と蛇

足」 

 泰国猛虎会『泰虎』創刊

号 

 

1987 年 8 月 

10. 「我が『タイ国猛虎会』」  泰国猛虎会『泰虎』創刊

号 

 

1987 年 8 月 

11. 「第 2 分科会 放送とくにテレビドラ

マの問題（特集 国際コミュニケーシ

ョンにおけるメディアの役割）」 

 川竹和夫、ムッセタ･ウ

ー･コンヒン、タナバデ

ィー･ブーンリュー、清

水眞一との共著 『情報

通信学会誌』第 5 巻第 4

号 

 

1988 年 2 月 

12. 「タイと日本の関係」  金沢市教育委員会『タイ

セミナー報告書』 

 

1988 年 

13. 「メコン河の『神様』」  『アジア時報』第 236 号 

 

1990 年 1 月 

14. 「タイの社会・文化を解く＜６つのカ

ギ＞」 

 『電気通信』 第 53 巻第

521 号  

 

1990 年 

15. 「禮宮文仁親王殿下とタイ国」  『タイ国情報』 第 24 巻第

2 号 

 

1990 年 4 月 
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16. 「地球と地域——私たちの義務」  泉佐野地球交流協会『人

間味溢れる地球都市へ』 

 

1991 年 

17. 「タイに学んだ国際化」  『アジア時報』第 252 号 

 

1991 年 5 月 

18. 「いま、気になるタイ空前の日系企業

進出とタイ最新事情」 

 金沢国際交流財団『いま、

気になるフィリピンとタ

イ』 

 

1991 年 

19. 「一九九一年タイ旅行の記——転換期

のタイ社会」 

 『クルンテープ』 第 24 巻

第 11 号 

 

1991 年 

20. 「不安材料が表面化したチュワン政

権」 

 『カントリーリスク情報』

第 285 号, 

 

1995 年 5 月 

21. 「タイ語をめぐるコミュニケーショ

ン」 

 『バンコク日本人商工会

議所所報』第 376 号 

 

1993 年 6 月 

22. 「変わらないタイとのつきあい——コ

ミュニケーションの問題」 

 『クルンテープ』（タイ国

日本人会 80 周年記念特

別号） 

 

1993 年 

23. 「皇室外交」  『アジア時報』第 273 号 

 

1993 年 2 月 

24. 「虎と殿下と日本タイクラブと」  INOUE(THAILAND)

『SABAI』4 

 

Jan. 1993 

25. 「チャオポーの台頭——地方政治」  小野澤正喜編『暮らしが

わかるアジア読本タイ』

河出書房新社 

 

1994 年 8 月 

26. 「タイに永住する日本人たち——日本

人社会」 

 小野澤正喜編『暮らしが

わかるアジア読本タイ』

河出書房新社 

 

1994 年 8 月 
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27. 「東南アジア世界を語る——国際化の

意味」 

 岡山県立高梁高等学校

『有終』第 45 号 

 

1995 年 

28. 「『アジア太平洋地域』関係機関の紹

介」 

 秋田茂、山田康博との共

著 『大阪外国語大学アジ

ア太平洋論叢』第 6 号 

 

1996 年 3 月 

29. 「『アジア太平洋地域』関係機関の紹介 

II」 

 秋田茂、山田康博との共

著 『大阪外国語大学ア

ジア太平洋論叢』第 7 号 

 

1997 年 3 月 

30. 「現代を切り拓く『地域研究』」  『世界地域学への招待』

（｢地域研究の方法論的

課題に関する研究｣報告

書）大阪外国語大学 

 

1997 年 

31. 「言語社会学会のスタートに際して」  大阪外国語大学言語社会

学会『大阪外国語大学言

語社会学会 News Letter』

第 1 号 

 

1997 年 

32. 「現代を切り拓く『地域研究』」  大阪外国語大学特定研究

プロジェクトチーム編著

『世界地域学への招待—

—大学院への研究案内』 

嵯峨野書院 

 

1998 年 1 月 

33. 「国難を救ったタイの女傑四人衆」  『季刊歴史海流』第 4 巻第

3 号 

 

1998 年 

34. 「『国立大学』とは？ 『外国語大学』

とは？」 

 文部省高等教育局学生課

編『大学と学生』第 415

号 

 

1999 年 

35. 「日本を故郷に」  関西国際学友会『関西国

際学友会年報 1999』 

1999 年 
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36. 「大学と社会——新入生のみなさん

へ」 

 『大阪外国語大学言語社

会学会 News Letter』第 3

号 

 

1999 年 

37. 「『フィールド』へ出かけよう」  山岡育英会『会誌』第 35

号 

 

2000 年 

38. 「世界中が『21 世紀』でいいのか？—

—多様性に拍手を」 

 関西経済研究センター

『会報』2001 年 3 月 1 日 

 

2001 年 3 月 

39. 「『教育風土』を考える——デック・ワ

ット」 

 山岡育英会『創立 50 周

年記念会誌』第 36 号 

 

2001 年 

40. ”สถำนกำรณ์ปัจจุบันของไทยศกึษำใน

ประเทศญีปุ่่ น” 

 งำนฉลอง 50 ปี นักเรยีนทนุ

รัฐบำลญีปุ่่ น ชมุนุมนักเรยีน

ทนุรฐับำลญีปุ่่ น 

 

2004 

41. 「タイ国王と野良犬の心温まる物語」  『こどもの本』 2007 年 6

月号 

 

2007 年 6 月 

42. 「『トーンデーン物語』に寄せられた読

後感——犬と国王とタイ」 

 『バンコク日本人商工会

議所所報』第 541 号 

 

2007 年 5 月 

43. 「タイへの思い」  日本タイクラブ編『メッ

セージ：タイと私』 

 

2008 年 

44. 「日タイ事典交流」  『文芸春秋』2009 年 12 月

号 

 

2009 年 
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45. 「『コーパスに基づく言語学』プログラ

ムにおける電子辞典開発——タイ語

を例に」 

 峰岸真琴、川口裕司編『フ

ィールド調査、言語コー

パス、言語情報学』（コー

パスに基づく言語学教育

研究報告３）東京外国語

大学大学院総合国際学研

究院グローバル COE プロ

グラム「コーパスに基づく

言語学教育研究拠点」 

 

2009 年 

46. 「地域研究」  小川秀樹編著『学術研究

者になるには 人文・社

会科学系』ぺりかん社 

 

2010 年 

47. 「東西南北 『反世界』としてのタイ」  『青淵』第 743 号 

 

2010 年 5 月 

48. ”ค ำน ำ”      ไพรัช ธัชยพงษ์ との共著

พหสุมัพันธค์นกับไก่

โครงกำรอนัเนื่องมำจำก

พระรำชด ำรใินเจำ้ชำยอำ

กณิโินโนมยิำ ฟมูฮิโิตะ แหง่

ประเทศญีปุ่่ น ภำยใตพ้ระ

รำชปูถัมภใ์นสมเด็จ

พระเทพรัตนรำชสดุำฯ 

สยำมบรมรำชกมุำร ี

 

2010 

49. ”เพลง ”ซำกรุะ” 古謡「さくら」”  Japan Letter ญีปุ่่ นสำร 

Newsletter from The 

Japan  Foundation, 

Bangkok, No.70 

 

2011 

50. 「タイの魅力」  『日本綿業倶楽部月報』第

712 号 

 

2012 年 2 月 

51. 「石井米雄先生、ありがとうございま

した」 

 『家畜資源研究会報』第

12 号 

2012 年 3 月 
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52. 「大阪外国語大学におけるタイ学の教

育・研究の歴史」 

 『大阪外国語大学におけ

るタイ学六〇年』 白象会

60 周年記念誌出版会 

 

2010 年 

53. 「追悼 畏友 北原淳さん」  『年報タイ研究』第 14 号 

 

2014 年 7 月 

54. 「＜巻頭言＞人類の『バカの壁』」  生き物文化誌学会編『ビ

オストーリーBiostory』

第 22 巻 

 

2014 年 12 月 

55. 「タイのかたち——タイにはタイ人は

いない」 

 『日本綿業倶楽部月報』第

750 号 

 

2015 年 4 月 

56. 「コラム タイにおける魚呼称考」  秋篠宮文仁、緒方喜雄、

森誠一編著『ナマズの博

覧誌——生き物文化誌選

書』 誠文堂新光社 

 

2016 年 10 月 

57. 「プーミポン国王陛下を悼んで——

『プーミポン時代を問う』」 

 『タイ国情報』第 50 巻 6

号 

 

2016 年 11 月 

58. 「日・タイ修好１３０周年に寄せて」  『express』第６巻第２号 

 

2017 年 2 月 

59. 「現代の名君——プーミポン国王」  『日本綿業倶楽部月報』第

776 号 

 

2017 年 6 月 

60. 「『小規模大学』の存在価値」  『私学経営』第 519 号 

 

2018 年 5 月 

61. 「『アジア太平洋研究会』と歩んで——

私たちは何を求めてきたのか？」 

 『アジア太平洋論叢』第

21 号 

 

2019 年 2 月 
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XI. 連載記事（雑誌、会報など） 

XI-1. 『アジア学論叢』（アジア研究会）、『アジア太平洋論叢』（アジア太平洋研究会） 

No. タイトル  掲載誌名、掲載巻号 出版年月 

1. 「創刊に寄せて」 

 

 『アジア学論叢』創刊号 1991 年 

2. 「序」  『アジア学論叢』第 5 号 

 

1995 年 3 月 

3. 「『アジア研究会』から『アジア太平洋

研究会』へ」 

 『アジア太平洋論叢』 

第 6 号 

 

1996 年 3 月 

4. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 7 号 

 

1997 年 3 月 

5. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 8 号 

 

1998 年 3 月 

6. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 9 号 

 

1999 年 3 月 

7. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 10 号 

 

2000 年 3 月 

8. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 11 号 

 

2001 年 3 月 

9. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 12 号 

 

2002 年 9 月 

10. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 13 号 

 

2003 年 7 月 

11. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 14 号 

 

2004 年 8 月 
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12. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 15 号 

 

2005 年 11 月 

13. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 16 号 

 

2006 年 11 月 

14. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 17 号 

 

2007 年 9 月 

15. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 18 号 

 

2009 年 7 月 

16. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 19 号 

 

2010 年 10 月 

17. 「序」  『アジア太平洋論叢』 

第 20 号 

 

2011 年 5 月 

18. 「序 休刊によせて」  『アジア太平洋論叢』 

第 21 号 

 

2019 年 2 月 

 

XI-2. 『タイ国情報』（日本タイ協会） 

No. タイトル  連載名（回） 掲載号 

1. 「全体史の中の現代」  講座:タイ現代史（第 1 回） 

 

1995 年 5/6 月 

2. 「現代への底流」  講座:タイ現代史（第 2 回） 

 

1995 年 7/8 月 

3. 「現代への底流（続）」  講座:タイ現代史（第 3 回） 

 

1995 年 9/10 月 

4. 「立憲制の開始 (1932-1938) (その 1)」  講座:タイ現代史（第 4 回） 

 

1995 年 11/12 月 

5. 「立憲制の開始 (1932-1938) (その 2)：

『人民党革命』とは何か」 

 

 講座:タイ現代史（第 5 回） 

 

1996 年 1/2 月 
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6. 「立憲制の開始 (1932-1938) (その 3)：

『人民党革命』とは何か（続）」 

 

 講座:タイ現代史（第 6 回） 

 

1996 年 3/4 月 

7. 「立憲制の開始 (1932-1938) (その 4)：

『32 年体制』の出発」 

 講座:タイ現代史（第 7 回） 

 

 

1996 年 5/6 月 

8. 「タイ民族の創造 (1938-1944) (その

1)：政治動向（1938～1944）①」 

 講座:タイ現代史（第 8 回） 

 

 

1996 年 7/8 月 

9. 「タイ民族の創造 (1938-1944) (その

2)：政治動向（1938～1944）②」 

 講座:タイ現代史（第 9 回） 

 

 

1996 年 9/10 月 

10. 「タイ民族の創造 (1938-1944) (その

3)：『文化』とラジオ」 

 講座:タイ現代史（第 10 回） 

 

 

1996 年 11/12 月 

11. 「タイ民族の創造 (1938-1944) (その

4)：民族創造の演出者 ウィチットワ

ータカーン」 

 講座:タイ現代史（第 11 回） 

 

 

 

1997 年 1/2 月 

12. 「タイ民族の創造 (1938-1944) (その

5)：華僑政策：『クオイティオ・パット・

タイ』の誕生」 

 講座:タイ現代史（第 12 回） 

 

 

 

1997 年 3/4 月 

13. 「タイ民族の創造 (1938-1944) (その

6)：西欧離れ？——タイ外交の変容」 

 講座:タイ現代史（第 13 回） 

 

 

1997 年 5/6 月 

14. 「国際関係の調整 (1944-1957) (その

1）：政治動向（1944～1957）①」 

 

 講座:タイ現代史（第 14 回） 1997 年 7/8 月 

15. 「国際関係の調整 (1944-1957) (その

2）：政治動向（1944～1957）②」 

  

 講座:タイ現代史（第 15 回） 1997 年 9/10 月 

16. 「国際関係の調整 (1944-1957) (その

3）：プリーディーをどう見るか」 

 

 講座:タイ現代史（第 16 回） 1997 年 11/12 月 
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17. 「国際関係の調整 (1944-1957) (その

4）：ラーマ 8 世王変死事件の真相？と

政治」 

 

 講座:タイ現代史（第 17 回） 1998 年 3/4 月 

18. 「国際関係の調整 (1944-1957) (その

5）：内政と外交の接点：『警察国家』」 

 

 講座:タイ現代史（第 18 回） 1998 年 5/6 月 

19. 「国際関係の調整 (1944-1957) (その

6）：『仏暦 2500 年』の持つ意味」 

 

 講座:タイ現代史（第 19 回） 1998 年 7/8 月 

20. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 1)：

政治動向（1957～1973）①」 

 

 講座:タイ現代史（第 20 回） 1998 年 9/10 月 

21. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 2)：

政治動向（1957～1973）②」 

 

 講座:タイ現代史（第 21 回） 1998 年 11/12 月 

22. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 3)：

サリットの指導性」 

 

 講座:タイ現代史（第 22 回） 1999 年 1/2 月 

23. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 4)：

学生運動の出発点——1969 年の選挙

監視活動」 

 

 講座:タイ現代史（第 23 回） 1999 年 3/4 月 

24. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 5)：

『プー・コー・カーンラーイ』の時代

——共産主義運動史」 

 

 講座:タイ現代史（第 24 回） 1999 年 5/6 月 

25. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 6)：

独裁の実態——タノームとプラパー

トの蓄財」 

 

 講座:タイ現代史（第 25 回） 1999 年 10 月 

26. 「開発と独裁 (1957-1973) (その 7)：

独裁の崩壊——ラームカムヘン大学

の創設」 

 

 講座:タイ現代史（第 26 回） 2000 年 1 月 
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27. 「民主化への試練(1973-1980) (その

1)：政治動向 1973～1980」 

 

 講座:タイ現代史（第 27 回） 2000 年 3 月 

28. 「民主化への試練(1973-1980) (その

2)：セークサン、『10・14 政変』とそ

の前後を語る」 

 

 講座:タイ現代史（第 28 回） 2000 年 5 月 

29. 「民主化への試練(1973-1980) (その

3)：一王宮警察官が体験した『10・14

政変』」 

 

 講座:タイ現代史（第 29 回） 2000 年 7 月 

30. 「民主化への試練(1973-1980) (その

4)：『勅撰首相』サンヤー」 

 

 講座:タイ現代史（第 30 回） 2000 年 9 月 

31. 「民主化への試練(1973-1980) (その

5)：航空会社エアサヤーム物語」 

 

 講座:タイ現代史（第 31 回） 2000 年 11 月 

32. 「民主化への試練(1973-1980) (その

6)：政治意識の覚醒と試練——『訴苦・

請願』から『運動』へ」 

 

 講座:タイ現代史（第 32 回） 2001 年 1 月 

33. 「民主化への試練(1973-1980) (その

7)：クリエンサック政権の意味——  

『タイ式民主制』」 

 

 講座:タイ現代史（第 33 回） 2001 年 3 月 

34. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992) ： 政 治 動 向 （ 1980 ～

1992）」 

 

 講座:タイ現代史（第 34 回） 2001 年 5 月 

35. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 2)：プレーム新政権

の発足」 

 

 講座:タイ現代史（第 35 回） 2001 年 9 月 

36. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 3)：軍部における権

力観の変容」 

 講座:タイ現代史（第 36 回） 2001 年 11 月 



 

23 

37. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 4)：チャクリー王朝

200 年——王権の高揚」 

 

 講座:タイ現代史（第 37 回） 2002 年 3 月 

38. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 5)：苦悩する仏教」 

 

 講座:タイ現代史（第 38 回） 2002 年 5 月 

39. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 6)：新しい政治家の

登場——ブンチューの場合」 

 

 講座:タイ現代史（第 39 回） 2002 年 9 月 

40. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 7)：もうひとつの新

しい政治家——チャートチャーイの

場合」 

 

 講座:タイ現代史（第 40 回） 2002 年 11 月 

41. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 8)：実業政治家・官

僚の腐敗——チュラー大学被詐欺事

件」 

 

 講座:タイ現代史（第 41 回） 2003 年 3 月 

42. 「第 6 章  政治・社会変容の分岐点

(1980-1992)(その 9)：救世主アーナン

——『プーディー』の代表」 

 

 講座:タイ現代史（第 42 回） 2003 年 5 月 

43. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 1)：現在タイの鳥瞰図

——都市と農村のパラドックス」 

 

 講座:タイ現代史（第 43 回） 2003 年 7 月 

44. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 2)：非暴力的抵抗——

『五月事件』におけるハンスト」 

 

 講座:タイ現代史（第 44 回） 2003 年 9 月 

45. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 3)：二つの農村——「農

村でない農村」の存在」 

 講座:タイ現代史（第 45 回） 2003 年 11 月 
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46. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 4)：公的暴力の存在—

—麻薬一斉撲滅運動」 

 

 講座:タイ現代史（第 46 回） 2004 年 1 月 

47. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 5)：政治集団の発展(1)

最古の政党、民主党」 

 

 講座:タイ現代史（第 47 回） 2004 年 3 月 

48. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 6)：政治集団の発展(2)

軍閥から生まれたタイ国民党」 

 

 講座:タイ現代史（第 48 回） 2004 年 5 月 

49. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 7)：政治集団の発展(3)

進歩的軍人が結成した新希望党」 

 

 講座:タイ現代史（第 49 回） 2004 年 7 月 

50. 「第 7 章 90 年代以降の政治・社会

(1992～)(その 8)：政治集団の発展(4)

仏教を基盤としたパランタム党、その

限界」 

 

 講座:タイ現代史（第 50 回） 2004 年 11 月 

51. 「『講座:タイ現代史』の中締めに際し

て: タイ社会は 15 年周期で変動？」 

 

 講座:タイ現代史（第 51 回） 2005 年 1 月 

52. 「タックシン政権は安泰か?」 

 

 パイパイマーマー (1) 2005 年 3 月 

53. 「タイ史はスコータイから始まらな

い?」 

 

 パイパイマーマー (2) 2005 年 5 月 

54. 「人間国宝と大衆文化」 

 

 パイパイマーマー (3) 2005 年 7 月 

55. 「過激性・悪戯性に走る『新入生歓迎

会』」 

 

 パイパイマーマー (4) 2005 年 9 月 

56. 「タイ人が読むべき良書百選(1)」 

 

 パイパイマーマー (5) 2005 年 11 月 
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57. 「タイ人が読むべき良書百選(2)」 

 

 パイパイマーマー (6) 2006 年 1 月 

58. 「タイ人が読むべき良書百選(3)」 

 

 パイパイマーマー (7) 2006 年 3 月 

59. 「プーミポン国王の 60 年」 

 

 パイパイマーマー (8) 2006 年 5 月 

60. 「『留学』がもたらすもの——泰日工業

大学の誕生」 

 

 パイパイマーマー (9) 2006 年 7 月 

61. 「ソー・セータブット——牢獄から生

まれた国民版の『英・タイ辞典』」 

 

 パイパイマーマー (10) 2006 年 9 月 

62. 「タイ——2006 年」 

 

 パイパイマーマー (11) 2006 年 11 月 

63. 「『スワンナプーム』に思う」 

 

 パイパイマーマー (12) 2007 年 1 月 

64. 「苛立ちのナショナリズム」 

 

 パイパイマーマー (13) 2007 年 3 月 

65. 「『トーンデーン物語』に寄せられた読

後感——犬と国王とタイ」 

 

 パイパイマーマー (14) 2007 年 5 月 

66. 「日本タイ学会——日本におけるタイ

研究」 

 

 パイパイマーマー (15) 2007 年 7 月 

67. 「タックシン現象——ポビュリズム」 

 

 パイパイマーマー (16) 2007 年 9 月 

68. 「『9・19 クーデタ』が示したタイ政治

社会の問題点——政治制度の麻痺」 

 

 パイパイマーマー (17) 2007 年 11 月 

69. 「『タイ(サヤーム)国歴史地図』——新

しいタイ史の提唱 (特集 タイの歴史を語る)」 

 

 パイパイマーマー (18) 2008 年 3 月 

70. 「『憲法』とは何か——憲法改正問題に

思う」 

 

 パイパイマーマー (19) 2008 年 5 月 

71. 「タックシン体制の教訓」  パイパイマーマー (20) 2008 年 7 月 
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72. 「タイはなぜ独立を維持することがで

きたのか——『三蔵』出版からの答え」 

 

 パイパイマーマー (21) 2008 年 9 月 

73. 「新しい『タイ』への胎動?——政治社

会の遠景」 

 

 パイパイマーマー (22) 2009 年 1 月 

74. 「アム・ブンタイの悲劇物語——1930

年代のタイの文化的蓄積」 

 

 パイパイマーマー (23) 2009 年 3 月 

75. 「黄表紙と白表紙の闘争(黄白闘争)に

学ぶ」 

 

 パイパイマーマー (24) 2009 年 5 月 

76. 「称号(尊称)——『タンプージン』と『ク

ンジン』の由来」 

 

 パイパイマーマー (25) 2009 年 7 月 

77. 「術語の策定」 

 

 パイパイマーマー (26) 2009 年 9 月 

78. 「『スコータイ』の弱化?——2009 年末

に想う」 

 

 パイパイマーマー (27) 2009 年 11 月 

79. 「タイが抱える 27 の論点——民主主義

の危機:その真実」 

 

 パイパイマーマー (28) 2010 年 1 月 

80. 「日本とタイを結ぶ『鶏』—— 『タイ

における鶏と人——その多様な関係

と家禽化』」 

 

 パイパイマーマー (29) 2010 年 3 月 

81. 「民主化と王制——『大悲傷の五月(首

都占拠)事件』に思う (特集 バンコク

の騒乱を考える)」 

 

 パイパイマーマー (30) 2010 年 5 月 

82. 「港市国家アユッタヤーはだれが支え

たのか?——外来人国家」 

 

 パイパイマーマー (31) 2010 年 7 月 

83. 「『クンナーン』考——タックシンの誤

解と陥穽」 

 パイパイマーマー (32) 2010 年 9 月 
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84. 「山田長政は日本人か?——外来人国

家(続)」 

 

 パイパイマーマー (33) 2010 年 11 月 

85. 「新しい『プーディー(良民)』の登場」 

 

 パイパイマーマー (34) 2011 年 1 月 

86. 「チャックリー改革の核心——『クン

ナーン』から『カー・ラーチャカーン』

へ」 

 

 パイパイマーマー (35) 2011 年 3 月 

87. 「恩赦の風土を考える——直訴(タワ

ーイ・ディーカー)の慣習」 

 

 パイパイマーマー (36) 2011 年 5 月 

88. 「もうひとつのタイ・カンボジア関係

——タイ語の中のクメール語」 

 

 パイパイマーマー (37) 2011 年 7 月 

89. 「アユッタヤーはムスリムの故郷——

ムスリムのタイ社会への参入事始め」 

 

 パイパイマーマー (38) 2011 年 9 月 

90. 「タイ旧制度下における刺青」 

 

 パイパイマーマー (39) 2011 年 11 月 

91. 「旧制度下の身分制」 

 

 パイパイマーマー (40) 2012 年 1 月 

92. 「『タイ人』の例——モン人」 

 

 パイパイマーマー (41) 2012 年 3 月 

93. 「『アユッタヤー』の前に『アヨータヤ

ー』あり」 

 

 パイパイマーマー (42) 2012 年 5 月 

94. 「スコータイ朝はひそかにアユッタヤ

ー朝を乗っ取った?——アユッタヤー

朝によるスコータイ朝吸収の実相」 

 

 パイパイマーマー (43) 2012 年 7 月 

95. 「現人神——王室典範に見る」 

 

 パイパイマーマー (44) 2012 年 9 月 

96. 「民衆クニ——旧制度下におけるもう

ひとつのクニ」 

 

 パイパイマーマー (45) 2012 年 11 月 
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97. 「ラッタナコーシン王朝初期のバンコ

ク居住者——『タイ人』とは?」 

 

 パイパイマーマー (46) 2013 年 1 月 

98. 「パッターニー——交易、女王、海賊」 

 

 パイパイマーマー (47) 2013 年 3 月 

99. 「メン王子謀反——『王統』という重

し」 

 

 パイパイマーマー (48) 2013 年 7 月 

100. 「『民衆反乱』考」 

 

 パイパイマーマー (49) 2013 年 9 月 

101. 「アユッタヤーの市場にみる『外来

性』」 

 

 パイパイマーマー (50) 2014 年 1 月 

102. 「ラーンナー人民民主共和国——分離

主義の背景」 

 

 パイパイマーマー (51) 2014 年 3 月 

103. 「庶民にみる民族的多様性」 

 

 パイパイマーマー (52) 2014 年 5 月 

104. 「現代タイ国の言語分布」 

 

 パイパイマーマー (53) 2014 年 7 月 

105. 「男官」 

 

 パイパイマーマー (54) 2014 年 9 月 

106. 「続・男官」 

 

 パイパイマーマー (55) 2014 年 11 月 

107. 「ラーマ 6 世の男性観」 

 

 パイパイマーマー (56) 2015 年 1 月 

108. 「タイにおける近隣国観」 

 

 パイパイマーマー (57) 2015 年 5 月 

109. 「父王の重圧——ラーマ 6 世の場合」 

 

 パイパイマーマー (58) 2015 年 9 月 

110. 「ルワン・ウィチットワータカーン

(1898~1962)について」 

 

 パイパイマーマー (59) 2015 年 11 月 

111. 「ラーマ 7 世の抵抗：『国王財産』基盤

の確立」 

 

 パイパイマーマー (60) 2016 年 1 月 
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112. 

 

「チャックリー改革の核心：タイ化」  パイパイマーマー (61) 2016 年 5 月 

113. 「『タイのアイデンティティー』を考え

る——『サヤーム(タイ)の知識人 10

人』」 

 

 パイパイマーマー (62) 2016 年 9 月 

114. 「『旧いスラック』と『新しいスラッ

ク』」 

 

 パイパイマーマー (63) 2017 年 3 月 

115. 「『タイ語』=『国語』の成立」 

 

 パイパイマーマー (64) 2017 年 7 月 

116. 「『タムブン』をめぐって」 

 

 パイパイマーマー (65) 2017 年 11 月 

117. 「タイにおける学術アカデミー(1)」 

 

 パイパイマーマー (66) 2019 年 1 月 

118. 「タイにおける学術アカデミー(2)」 

 

 パイパイマーマー (67) 2019 年 3 月 

119. 「85 年前のタイの地方」 

 

 パイパイマーマー (68) 2019 年 7 月 

 

XI-3. NNA ASIA アジア経済ニュース（共同通信社） 

No. タイトル  連載名（回） 配信日 

1. 「挫折感、苛立ち」  タイ政治社会の潮流 

第 1 回 

2007 年 7 月 5 日 

2. 「反シンガポール」  タイ政治社会の潮流 

第 2 回 

2007 年 7 月 19 日 

3. 「勝てば官軍——タックシン派潰し?」  タイ政治社会の潮流 

第 3 回 

2007 年 8 月 2 日 

4. 「タイで初の国民投票——パックチー・

ローイ・ナー?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 4 回 

2007 年 8 月 16 日 

5. 「タックシンが蘇らせた軍」  タイ政治社会の潮流 

第 5 回 

2007 年 8 月 30 日 

6. 「南タイは、まだ『タイ』ではない」  タイ政治社会の潮流 

第 6 回 

2007 年 9 月 13 日 
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7. 「『反世界』としてのタイ——日タイ修

好 120 周年に思う」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 7 回 

2007 年 9 月 27 日 

8. 「憲法とは何か? 早くも憲法改正論

議」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 8 回 

2007 年 10 月 11 日 

9. 「何がタイ社会を支えているのか?——

マダガスカルで思う」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 9 回 

2007 年 10 月 25 日 

10. 「キングメーカーの存在」  タイ政治社会の潮流 

第 10 回 

2007 年 11 月 8 日 

11. 「黄色とピンクの波錦」  タイ政治社会の潮流 

第 11 回 

2007 年 11 月 22 日 

12. 「投票行動——『売票』、『買票』の源」  タイ政治社会の潮流 

第 12 回 

2007 年 12 月 6 日 

13. 「不可解な選挙慣行『占い』、『酒』、『世

論調査』」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 13 回 

2007 年 12 月 20 日 

14. 「僧には選挙権がない——異文化への

理解」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 14 回 

2008 年 1 月 17 日 

15. 「急がば回れ?」  タイ政治社会の潮流 

第 15 回 

2008 年 1 月 31 日 

16. 「ネポティズム満開」  タイ政治社会の潮流 

第 16 回 

2008 年 2 月 14 日 

17. 「流行言葉拾い」  タイ政治社会の潮流 

第 17 回 

2008 年 2 月 28 日 

18. 「不徹底の倫理?」  タイ政治社会の潮流 

第 18 回 

2008 年 3 月 13 日 

19. 「上院微妙な存在?」  タイ政治社会の潮流 

第 19 回 

2008 年 3 月 27 日 

20. 「分節社会」  タイ政治社会の潮流 

第 20 回 

2008 年 4 月 10 日 

21. 「袋小路」  タイ政治社会の潮流 

第 21 回 

2008 年 4 月 24 日 
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22. 「バンコク半日物語——旧市街と『三蔵

経』」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 22 回 

2008 年 5 月 8 日 

23. 「『新しい博物館』が嘆いている」  タイ政治社会の潮流 

第 23 回 

2008 年 5 月 22 日 

24. 「憲法改正問題の所在」  タイ政治社会の潮流 

第 24 回 

2008 年 6 月 5 日 

25. 「バイク・タクシーは社会の凝縮図」  タイ政治社会の潮流 

第 25 回 

2008 年 6 月 19 日 

26. 「この膠着状態は打破できるか?」  タイ政治社会の潮流 

第 26 回 

2008 年 7 月 3 日 

27. 「『危機』の中の『危惧』」  タイ政治社会の潮流 

第 27 回 

2008 年 7 月 24 日 

28. 「多様性の中の統一」  タイ政治社会の潮流 

第 28 回 

2008 年 8 月 7 日 

29. 「自由タイ」  タイ政治社会の潮流 

第 29 回 

2008 年 8 月 21 日 

30. 「無政府状態」  タイ政治社会の潮流 

第 30 回 

2008 年 9 月 4 日 

31. 「終結は? その形は?」  タイ政治社会の潮流 

第 31 回 

2008 年 9 月 18 日 

32. 「タイの真髄、ここにあり」  タイ政治社会の潮流 

第 32 回 

2008 年 10 月 2 日 

33. 「かかあ天下?」  タイ政治社会の潮流 

第 33 回 

2008 年 10 月 16 日 

34. 「柳の下の泥鰌」  タイ政治社会の潮流 

第 34 回 

2008 年 10 月 30 日 

35. 「岐路に立つタイ日本人社会」  タイ政治社会の潮流 

第 35 回 

2008 年 11 月 13 日 

36. 「チエンマイの誇り」  タイ政治社会の潮流 

第 36 回 

2008 年 11 月 27 日 

37. 「『足留め』」  タイ政治社会の潮流 

第 37 回 

2008 年 12 月 11 日 

38. 「2008 年の暮れに思う」  タイ政治社会の潮流 

第 38 回 

2008 年 12 月 25 日 
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39. 「新年と新内閣ほのかな望み」  タイ政治社会の潮流 

第 39 回 

2009 年 1 月 15 日 

40. 「アピシット! あなたもか?——タイ

式ポピュリズム」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 40 回 

2009 年 1 月 29 日 

41. 「タイの近隣外交——ラオスで考える」  タイ政治社会の潮流 

第 41 回 

2009 年 2 月 12 日 

42. 「タイの行方を握る『イサーン』」  タイ政治社会の潮流 

第 42 回 

2009 年 2 月 26 日 

43. 「呪術頼み?」  タイ政治社会の潮流 

第 43 回 

2009 年 3 月 12 日 

44. 「地方分権化を阻む政治の混乱」  タイ政治社会の潮流 

第 44 回 

2009 年 3 月 26 日 

45. 「国境を越える『王室プロジェクト』」  タイ政治社会の潮流 

第 45 回 

2009 年 4 月 9 日 

46. 「タイ正月騒乱——タックシンの大失

敗」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 46 回 

2009 年 4 月 23 日 

47. 「人々は大きく深く変わりつつある」  タイ政治社会の潮流 

第 47 回 

2009 年 5 月 7 日 

48. 「『出口』が見えないもう一つの大きな

理由」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 48 回 

2009 年 5 月 21 日 

49. 「主体が客体へ? ラップ・ノーンマイ

が語ること」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 49 回 

2009 年 6 月 4 日 

50. 「タックシンの今後を占う——注目の

補欠選挙」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 50 回 

2009 年 6 月 18 日 

51. 「不敬罪をめぐる議論」  タイ政治社会の潮流 

第 51 回 

2009 年 7 月 2 日 

52. 「政界に新たな動き」  タイ政治社会の潮流 

第 52 回 

2009 年 7 月 16 日 

53. 「『カトゥーイ』、『聾唖者』——『異』へ

の対応」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 53 回 

2009 年 7 月 30 日 
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54. 「イサーンに宿る反民主党意識?」  タイ政治社会の潮流 

第 54 回 

2009 年 8 月 13 日 

55. 「アユッタヤーで想う——『重用』と 

『排除』」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 55 回 

2009 年 8 月 27 日 

56. 「揺らぐアピシット政権?」  タイ政治社会の潮流 

第 56 回 

2009 年 9 月 10 日 

57. 「『タイ事典』——日本の中のタイ」  タイ政治社会の潮流 

第 57 回 

2009 年 9 月 24 日 

58. 「国歌大合唱全国リレー」  タイ政治社会の潮流 

第 58 回 

2009 年 10 月 8 日 

59. 「政変の時節——増す軍同窓の重み」  タイ政治社会の潮流 

第 59 回 

2009 年 10 月 22 日 

60. 「国鉄ストライキ管見」  タイ政治社会の潮流 

第 60 回 

2009 年 11 月 6 日 

61. 「メコン地域諸国の中のタイ——内政

と外交」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 61 回 

2009 年 11 月 19 日 

62. 「妄想・経済発展は何をもたらしたの

か?——『貧困元議員』と『サナームル

ワン』」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 62 回 

2009 年 12 月 3 日 

63. 「戦勝儀礼——タイ・カンボジア関係史

の底の底」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 63 回 

2009 年 12 月 17 日 

64. 「今年、膠着状況は動くか?」  タイ政治社会の潮流 

第 64 回 

2010 年 1 月 14 日 

65. 「殴り合う学生——集団性と暴力」  タイ政治社会の潮流 

第 65 回 

2010 年 1 月 28 日 

66. 「『赤服』の言い分——民主化闘争」  タイ政治社会の潮流 

第 66 回 

2010 年 2 月 11 日 

67. 「官界とカネ——官職の売買」  タイ政治社会の潮流 

第 67 回 

2010 年 2 月 25 日 

68. 「『スコータイ』が揺らいでいる」  タイ政治社会の潮流 

第 68 回 

2010 年 3 月 11 日 
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69. 「鶏と人——もうひとつの日タイ友好」  タイ政治社会の潮流 

第 69 回 

2010 年 3 月 25 日 

70. 「『血撒き』と『プライ』」  タイ政治社会の潮流 

第 70 回 

2010 年 4 月 8 日 

71. 「おさらい——対立の基本的流れ」  タイ政治社会の潮流 

第 71 回 

2010 年 4 月 22 日 

72. 「ギア・ワーン（ニュートラル）」  タイ政治社会の潮流 

第 72 回 

2010 年 5 月 6 日 

73. 「国王再登場への願い」  タイ政治社会の潮流 

第 73 回 

2010 年 5 月 21 日 

74. 「金脈の枯渇」  タイ政治社会の潮流 

第 74 回 

2010 年 6 月 3 日 

75. 「サッカー・ムアイ・タイ、闘鶏」  タイ政治社会の潮流 

第 75 回 

2010 年 6 月 17 日 

76. 「『武力』と『金力』の克服を」  タイ政治社会の潮流 

第 76 回 

2010 年 7 月 1 日 

77. 「静けさの中の 2 つの選挙」  タイ政治社会の潮流 

第 77 回 

2010 年 7 月 15 日 

78. 「期待したい『地方力』」  タイ政治社会の潮流 

第 78 回 

2010 年 7 月 29 日 

79. 「スクラムを組むバンコクと東北部」  タイ政治社会の潮流 

第 79 回 

2010 年 8 月 26 日 

80. 「『影の』キーマン」  タイ政治社会の潮流 

第 80 回 

2010 年 9 月 9 日 

81. 「『言論・表現の自由』と杜撰な法令」  タイ政治社会の潮流 

第 81 回 

2010 年 9 月 23 日 

82. 「『家産制政党』」  タイ政治社会の潮流 

第 82 回 

2010 年 10 月 7 日 

83. 「経済的格差放置への警鐘」  タイ政治社会の潮流 

第 83 回 

2010 年 10 月 21 日 

84. 「最先端科学と国籍」  タイ政治社会の潮流 

第 84 回 

2010 年 11 月 4 日 

85. 「洪水に思う慈悲・格差観念の変容」  タイ政治社会の潮流 

第 85 回 

2010 年 11 月 18 日 

86. 「普通の国」  タイ政治社会の潮流 

第 86 回 

2010 年 12 月 2 日 
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87. 「憲法記念日に思う——『プッタチャッ

ク（仏教圏）』と『アーナーチャック（世

俗圏）』」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 87 回 

2010 年 12 月 16 日 

88. 「『特別な年』の出発に思う」  タイ政治社会の潮流 

第 88 回 

2011 年 1 月 6 日 

89. 「タイ社会の傷の一覧表——改革委員

会・改革集議委員会」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 89 回 

2011 年 1 月 20 日 

90. 「教員の二模様」  タイ政治社会の潮流 

第 90 回 

2011 年 2 月 3 日 

91. 「政治と宗教（仏教）——『サンティア

ソーク』の動き」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 91 回 

2011 年 2 月 17 日 

92. 「胎児の遺体 2002 体放置の衝撃」  タイ政治社会の潮流 

第 92 回 

2011 年 3 月 3 日 

93. 「『生産的融通無碍』——タイ文化の核

心」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 93 回 

2011 年 3 月 17 日 

94. 「総選挙モードに突入」  タイ政治社会の潮流 

第 94 回 

2011 年 3 月 31 日 

95. 「静かなクーデタ」  タイ政治社会の潮流 

第 95 回 

2011 年 4 月 21 日 

96. 「総選挙物語（1）——本格的総選挙の歴

史は浅い」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 96 回 

2011 年 5 月 12 日 

97. 「総選挙物語（2）——カネ・コネ・暴力

の選挙風土」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 97 回 

2011 年 5 月 26 日 

98. 「総選挙物語（3）——選挙区式と比例名

簿式」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 98 回 

2011 年 6 月 9 日 

99. 「政党間の理念や政策に差異が少ない」  タイ政治社会の潮流 

第 99 回 

2011 年 6 月 23 日 

100. 「女性政治家——ジンラックは首相を

こなせるか」 

 タイ政治社会の潮流 

第 100 回 

2011 年 7 月 7 日 
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101. 「いびつな組閣工作構造」  タイ政治社会の潮流 

第 101 回 

2011 年 7 月 21 日 

102. 「タイ・カンボジア関係の『深さ』——

文化基盤と隣接」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 102 回 

2011 年 8 月 4 日 

103. 「『カニちゃん内閣』——いや、『チンナ

ワット内閣』?『姉御内閣』?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 103 回 

2011 年 8 月 18 日 

104. 「雨季の地方を訪れる——『地方民力』

のアップ」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 104 回 

2011 年 9 月 1 日 

105. 「もう 1 人のタックシン——ジンラック

の軍師・懐刀」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 105 回 

2011 年 9 月 15 日 

106. 「王宮前広場」  タイ政治社会の潮流 

第 106 回 

2011 年 9 月 29 日 

107. 「『タイムマシン』」  タイ政治社会の潮流 

第 107 回 

2011 年 10 月 13 日 

108. 「大洪水——工業化の落とし穴」  タイ政治社会の潮流 

第 108 回 

2011 年 10 月 27 日 

109. 「置いてきぼりのジンラック——『111

組』と『109 組』の復帰?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 109 回 

2011 年 11 月 10 日 

110. 「大洪水の教訓」  タイ政治社会の潮流 

第 110 回 

2011 年 11 月 24 日 

111. 「現金入り『ビッグ・バッグ』の奇奇怪

怪」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 111 回 

2011 年 12 月 8 日 

112. 「選良民と寄生民」  タイ政治社会の潮流 

第 112 回 

2011 年 12 月 22 日 

113. 「今年も大波乱あり?——根底には政・

軍関係」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 113 回 

2012 年 1 月 5 日 

114. 「漂流する『タイらしさ』」  タイ政治社会の潮流 

第 114 回 

2012 年 1 月 19 日 
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115. 「内閣改造に見るタックシンの戦略」  タイ政治社会の潮流 

第 115 回 

2012 年 2 月 2 日 

116. 「3 回の『大対立』の違い」  タイ政治社会の潮流 

第 116 回 

2012 年 2 月 16 日 

117. 「不可解なコンサート」  タイ政治社会の潮流 

第 117 回 

2012 年 3 月 1 日 

118. 「バイカルチュラーティ（Biculturati）」  タイ政治社会の潮流 

第 118 回 

2012 年 3 月 15 日 

119. 「タックシンは帰国できるのか?」  タイ政治社会の潮流 

第 119 回 

2012 年 3 月 29 日 

120. 「旱魃に泣く最底辺——水のないソン

クラーン」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 120 回 

2012 年 4 月 12 日 

121. 「南部爆弾テロとタックシン帰国を繋

ぐ糸」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 121 回 

2012 年 4 月 26 日 

122. 「最後の伝統的王族」  タイ政治社会の潮流 

第 122 回 

2012 年 5 月 10 日 

123. 「政・軍関係の好転——女性首相の功

績?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 123 回 

2012 年 5 月 24 日 

124. 「タックシンと赤シャツの間の微妙な

齟齬」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 124 回 

2012 年 6 月 7 日 

125. 「『和解法』は万能薬?」  タイ政治社会の潮流 

第 125 回 

2012 年 6 月 21 日 

126. 「現代タイの原点：1932 年 6 月 24 日—

—進歩のない 80 年」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 126 回 

2012 年 7 月 5 日 

127. 「国民の意識」  タイ政治社会の潮流 

第 127 回 

2012 年 7 月 19 日 

128. 「本当の首相はジンラックではない？

——傀儡政権１年を経過」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 128 回 

2012 年 8 月 9 日 

129. 「『タイ地方党』の誕生」  タイ政治社会の潮流 

第 129 回 

2012 年 8 月 30 日 
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130. 「『出家』は社会教育的効果をもたらす

のか?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 130 回 

2012 年 9 月 13 日 

131. 「『大学力』の低下」  タイ政治社会の潮流 

第 131 回 

2012 年 9 月 27 日 

132. 「インドシナ経済圏形成へ——国境貿

易の伸びに思う」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 132 回 

2012 年 10 月 11 日 

133. 「プレームの『側用人』」  タイ政治社会の潮流 

第 133 回 

2012 年 10 月 25 日 

134. 「スラユットが自分の葬儀を準備?」  タイ政治社会の潮流 

第 134 回 

2012 年 11 月 8 日 

135. 「ジンラックの変身——内閣改造に見

る権力状況の微妙」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 135 回 

2012 年 11 月 22 日 

136. 「タイ・米関係を振り返る——オバマ

は、なぜワット・ポーを訪れたのか」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 136 回 

2012 年 12 月 6 日 

137. 「タイ社会の性格——2012 年の暮れに

思う」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 137 回 

2012 年 12 月 20 日 

138. 「タイ国工業連盟の不可解な会長人事」  タイ政治社会の潮流 

第 138 回 

2013 年 1 月 10 日 

139. 「王制、王位」  タイ政治社会の潮流 

第 139 回 

2013 年 1 月 24 日 

140. 「『赤い姉御』——タイ政界のドン?」  タイ政治社会の潮流 

第 140 回 

2013 年 2 月 7 日 

141. 「仏教をめぐる異様な動き」  タイ政治社会の潮流 

第 141 回 

2013 年 2 月 21 日 

142. 「『5 人目の首相』と南タイ問題の裏」  タイ政治社会の潮流 

第 142 回 

2013 年 3 月 7 日 

143. 「都知事選を左右したもの」  タイ政治社会の潮流 

第 143 回 

2013 年 3 月 21 日 

144. 「スラック——タイ最高の知識人」  タイ政治社会の潮流 

第 144 回 

2013 年 4 月 4 日 
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145. 「汚職追放科目」  タイ政治社会の潮流 

第 145 回 

2013 年 4 月 18 日 

146. 「良好な政・軍警関係?」  タイ政治社会の潮流 

第 146 回 

2013 年 5 月 2 日 

147. 「変わったようで変わらぬ農村」  タイ政治社会の潮流 

第 147 回 

2013 年 5 月 16 日 

148. 「モンゴル演説はだれに向けられたの

か」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 148 回 

2013 年 5 月 30 日 

149. 「タックシンも気にする『タイの春』」  タイ政治社会の潮流 

第 149 回 

2013 年 6 月 13 日 

150. 「『黄衣が熱い』」  タイ政治社会の潮流 

第 150 回 

2013 年 6 月 27 日 

151. 「内閣改造の焦点は二つ」  タイ政治社会の潮流 

第 151 回 

2013 年 7 月 11 日 

152. 「音声ファイル漏洩——進行していた

タックシン帰国」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 152 回 

2013 年 7 月 25 日 

153. 「2 つの風景——『国王』と『軍』」  タイ政治社会の潮流 

第 153 回 

2013 年 8 月 8 日 

154. 「最後の切札? 長老会議」  タイ政治社会の潮流 

第 154 回 

2013 年 8 月 22 日 

155. 「山田長政からの『警告』」  タイ政治社会の潮流 

第 155 回 

2013 年 9 月 5 日 

156. 「政治の運命を握る監視機関」  タイ政治社会の潮流 

第 156 回 

2013 年 9 月 19 日 

157. 「モンテネグロ作戦」  タイ政治社会の潮流 

第 157 回 

2019 年 10 月 3 日 

158. 「汚職と海外逃亡」  タイ政治社会の潮流 

第 158 回 

2013 年 10 月 17 日 

159. 「『詰まり糞』と『ファッション狂』」  タイ政治社会の潮流 

第 159 回 

2013 年 10 月 31 日 

160. 「赦免——『武力』から『金力』へ」  タイ政治社会の潮流 

第 160 回 

2013 年 11 月 14 日 

161. 「解散か? 窮地に立つタックシン」  タイ政治社会の潮流 

第 161 回 

2013 年 11 月 28 日 



 

40 

162. 「もがき苦しむタイ——見えないこれ

から先」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 162 回 

2013 年 12 月 12 日 

163. 「タイ式民主主義」  タイ政治社会の潮流 

第 163 回 

2013 年 12 月 26 日 

164. 「軍の奪い合い」  タイ政治社会の潮流 

第 164 回 

2014 年 1 月 9 日 

165. 「タイの現状を理解するには（上）」  タイ政治社会の潮流 

第 165A 回 

2014 年 1 月 23 日 

166. 「タイの現状を理解するには（下）」  タイ政治社会の潮流 

第 165B 回 

2014 年 1 月 24 日 

167. 「選挙後の展望」  タイ政治社会の潮流 

第 166 回 

2014 年 2 月 6 日 

168. 「軍と警察の間に隙間風?」  タイ政治社会の潮流 

第 167 回 

2014 年 2 月 20 日 

169. 「タイ国軍の正体は?」  タイ政治社会の潮流 

第 168 回 

2014 年 3 月 6 日 

170. 「ラーンナー人民民主共和国」  タイ政治社会の潮流 

第 169 回 

2014 年 3 月 20 日 

171. 「宝くじとジンラック首相」  タイ政治社会の潮流 

第 170 回 

2014 年 4 月 3 日 

172. 「『水入り』後は動く?」  タイ政治社会の潮流 

第 171 回 

2014 年 4 月 17 日 

173. 「合法的クーデター?」  タイ政治社会の潮流 

第 172 回 

2014 年 5 月 8 日 

174. 「ジンラック解任と軍の動向」  タイ政治社会の潮流 

第 173 回 

2014 年 5 月 22 日 

175. 「『新しい軍政』の始まり」  タイ政治社会の潮流 

第 174 回 

2014 年 6 月 5 日 

176. 「『失われた 9 年』——軍政に統治能力

はあるのか」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 175 回 

2014 年 6 月 19 日 

177. 「権威と権力」  タイ政治社会の潮流 

第 176 回 

2014 年 7 月 3 日 

178. 「軍政が育む民政——パラドックス」  タイ政治社会の潮流 

第 177 回 

2014 年 7 月 17 日 
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179. 「仏暦 2557 年（暫定）タイ王国憲法」  タイ政治社会の潮流 

第 178 回 

2014 年 7 月 31 日 

180. 「プラユット・チャンオーチャー」  タイ政治社会の潮流 

第 179 回 

2014 年 8 月 14 日 

181. 「『プラユット軍政』のおさらい」  タイ政治社会の潮流 

第 180 回 

2014 年 8 月 28 日 

182. 「プレーム邸、門戸を閉ざす」  タイ政治社会の潮流 

第 181 回 

2014 年 9 月 11 日 

183. 「プラユットもプラウィットには敵わ

ない?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 182 回 

2014 年 9 月 25 日 

184. 「プラユットの『施政方針演説』を読む」  タイ政治社会の潮流 

第 183 回 

2014 年 10 月 9 日 

185. 「陸軍の勢力交代」  タイ政治社会の潮流 

第 184 回 

2014 年 10 月 30 日 

186. 「やはり、軍政への不満は溜まってい

る」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 185 回 

2014 年 11 月 13 日 

187. 「改革は可能か?——『60＋30＋10』」  タイ政治社会の潮流 

第 186 回 

2014 年 11 月 27 日 

188. 「プラユット軍事政権の陥穽?」  タイ政治社会の潮流 

第 187 回 

2014 年 12 月 11 日 

189. 「物騒な発言?——反クーデター」  タイ政治社会の潮流 

第 188 回 

2014 年 12 月 25 日 

190. 「ラッタナコーシン暦 234 年」  タイ政治社会の潮流 

第 189 回 

2015 年 1 月 8 日 

191. 「『タイ』という国家の起源に関する問

題」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 190 回 

2015 年 1 月 22 日 

192. 「軍部総動員政治」  タイ政治社会の潮流 

第 191 回 

2015 年 2 月 5 日 

193. 「『爆発』を読む」  タイ政治社会の潮流 

第 192 回 

2015 年 2 月 19 日 

194. 「燻るタムマサート大学」  タイ政治社会の潮流 

第 193 回 

2015 年 3 月 5 日 
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195. 「軍事政権の今日性」  タイ政治社会の潮流 

第 194 回 

2015 年 3 月 19 日 

196. 「2032 年ビジョンといくつかの壁」  タイ政治社会の潮流 

第 195 回 

2015 年 4 月 2 日 

197. 「シンガポールはタイの教訓となる

か?」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 196 回 

2015 年 4 月 16 日 

198. 「プレーム詣で」  タイ政治社会の潮流 

第 197 回 

2015 年 4 月 30 日 

199. 「サリットの手紙」  タイ政治社会の潮流 

第 198 回 

2015 年 5 月 14 日 

200. 「最後の軍事政権?」  タイ政治社会の潮流 

第 199 回 

2015 年 5 月 25 日 

201. 「汚職公務員 45 人の処罰と続投」  タイ政治社会の潮流 

第 200 回 

2015 年 6 月 11 日 

202. 「続投に悩むプラユット」  タイ政治社会の潮流 

第 201 回 

2015 年 6 月 25 日 

203. 「『知り合い（ルーチャック）』政治」  タイ政治社会の潮流 

第 202 回 

2015 年 7 月 9 日 

204. 「歴史に学ぶ軍事政権?」  タイ政治社会の潮流 

第 203 回 

2015 年 7 月 23 日 

205. 「挙国一致内閣」  タイ政治社会の潮流 

第 204 回 

2015 年 8 月 6 日 

206. 「気になる存在 ステープ」  タイ政治社会の潮流 

第 205 回 

2015 年 8 月 20 日 

207. 「『大梵天王祠』自身が示唆するテロ事

件の背景」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 206 回 

2015 年 9 月 3 日 

208. 「ソムキットが命運を握る? 軍事政権

の長期化」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 207 回 

2015 年 9 月 17 日 

209. 「『安全保障省』創設構想が浮上」  タイ政治社会の潮流 

第 208 回 

2015 年 10 月 1 日 

210. 「タックシンは『死んだ振り』?」  タイ政治社会の潮流 

第 209 回 

2015 年 10 月 15 日 
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211. 「ジンラックからプラユットへの公開

書簡」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 210 回 

2015 年 10 月 29 日 

212. 「イグノーベル賞に輝く賄賂・汚職」  タイ政治社会の潮流 

第 211 回 

2015 年 11 月 12 日 

213. 「火種を抱えたプラユット政権」  タイ政治社会の潮流 

第 212 回 

2015 年 11 月 26 日 

214. 「波乱含みで年末を迎えるタイ」  タイ政治社会の潮流 

第 213 回 

2015 年 12 月 17 日 

215. 「2016 年——新憲法の行方」  タイ政治社会の潮流 

第 214 回 

2016 年 1 月 21 日 

216. 「軍事政権を睨んだ動き?」  タイ政治社会の潮流 

第 215 回 

2016 年 1 月 21 日 

217. 「陸軍司令官」  タイ政治社会の潮流 

第 216 回 

2016 年 2 月 4 日 

218. 「『なぜ軍は存在するのか』」  タイ政治社会の潮流 

第 217 回 

2016 年 2 月 18 日 

219. 「僧が兵士の首を絞める」  タイ政治社会の潮流 

第 218 回 

2016 年 3 月 3 日 

220. 「民主的軍人」  タイ政治社会の潮流 

第 219 回 

2016 年 3 月 17 日 

221. 「軍事政権を襲う自然」  タイ政治社会の潮流 

第 220 回 

2016 年 3 月 31 日 

222. 「すべては国民投票のために」  タイ政治社会の潮流 

第 221 回 

2016 年 4 月 21 日 

223. 「バンハーンの急逝に思う」  タイ政治社会の潮流 

第 222 回 

2016 年 5 月 12 日 

224. 「ソムキット——影の首相」  タイ政治社会の潮流 

第 223 回 

2016 年 5 月 26 日 

225. 「長期軍事政権症候群」  タイ政治社会の潮流 

第 224 回 

2016 年 6 月 9 日 

226. 「苛立つプラユット」  タイ政治社会の潮流 

第 225 回 

2016 年 6 月 23 日 

227. 「前首相をめぐるキャンペーン」  タイ政治社会の潮流 

第 226 回 

2016 年 7 月 7 日 
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228. 「プアタイ党と民主党が握手???」  タイ政治社会の潮流 

第 227 回 

2016 年 7 月 21 日 

229. 「人権の『普遍性』と『個別性』」  タイ政治社会の潮流 

第 228 回 

2016 年 8 月 4 日 

230. 「新憲法後の政治展望」  タイ政治社会の潮流 

第 229 回 

2016 年 8 月 18 日 

231. 「政党のリセット?」  タイ政治社会の潮流 

第 230 回 

2016 年 9 月 1 日 

232. 「怪物プレーム」  タイ政治社会の潮流 

第 231 回 

2016 年 9 月 15 日 

233. 「憲法とミス・コンテスト」  タイ政治社会の潮流 

第 232 回 

2016 年 9 月 29 日 

234. 「タイ―世界で『最も幸福な国』?」  タイ政治社会の潮流 

第 233 回 

2016 年 10 月 13 日 

235. 「国王崩御のタイを考える」  タイ政治社会の潮流 

特別編 

2016 年 10 月 17 日 

236. 「テロ発生警戒情報の読み方」  タイ政治社会の潮流 

第 234 回 

2016 年 10 月 27 日 

237. 「プーミポン国王の評価」  タイ政治社会の潮流 

第 235 回 

2016 年 11 月 10 日 

238. 「プーミポン時代」  タイ政治社会の潮流 

第 236 回 

2016 年 11 月 24 日 

239. 「国王ラーマ 10 世誕生に思う」  タイ政治社会の潮流 

第 237 回 

2016 年 12 月 8 日 

240. 「新国王の初仕事——枢密院顧問官の

任命」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 238 回 

2016 年 12 月 22 日 

241. 「内閣改造の周辺」  タイ政治社会の潮流 

第 239 回 

2017 年 1 月 12 日 

242. 「『凪の時節』を迎えたタイ」  タイ政治社会の潮流 

第 240 回 

2017 年 1 月 26 日 

243. 「続『凪の時節』——和解」  タイ政治社会の潮流 

第 241 回 

2017 年 2 月 9 日 

244. 「王位継承史に学ぶ」  タイ政治社会の潮流 

第 242 回 

2017 年 2 月 23 日 

  



 

45 

245. 「歴代国王の即位年齢」  タイ政治社会の潮流 

第 243 回 

2017 年 3 月 9 日 

246. 「ティーラユット、久しぶりに政治を斬

る」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 244 回 

2017 年 3 月 23 日 

247. 「新憲法の公布と『御代代わり』」  タイ政治社会の潮流 

第 245 回 

2017 年 4 月 20 日 

248. 「上座仏教国家」  タイ政治社会の潮流 

第 246 回 

2017 年 5 月 4 日 

249. 「潜水艦購入とその周辺」  タイ政治社会の潮流 

第 247 回 

2017 年 5 月 18 日 

250. 「中途半端な軍事政権——『時間』」  タイ政治社会の潮流 

第 248 回 

2017 年 6 月 1 日 

251. 「『４つの質問』」  タイ政治社会の潮流 

第 249 回 

2017 年 6 月 15 日 

252. 「人民党革命 85 周年の怪事件」  タイ政治社会の潮流 

第 250 回 

2017 年 6 月 29 日 

253. 「国家戦略法（案）」  タイ政治社会の潮流 

第 251 回 

2017 年 7 月 13 日 

254. 「国際研究者集団と軍事政権」  タイ政治社会の潮流 

第 252 回 

2017 年 7 月 27 日 

255. 「燃え上がる 8 月?」  タイ政治社会の潮流 

第 253 回 

2017 年 8 月 10 日 

256. 「よみがえる官僚政体」  タイ政治社会の潮流 

第 254 回 

2017 年 8 月 24 日 

257. 「ジンラックの『逃亡』」  タイ政治社会の潮流 

第 255 回 

2017 年 9 月 14 日 

258. 「続・ジンラックの『逃亡』」  タイ政治社会の潮流 

第 256 回 

2017 年 9 月 28 日 

259. 「政治家と学生」  タイ政治社会の潮流 

第 257 回 

2017 年 10 月 12 日 

260. 「プーミポン国王とトーンデーン」  タイ政治社会の潮流 

第 258 回 

2017 年 10 月 25 日 

261. 「チャックリー王朝」  タイ政治社会の潮流 

第 259 回 

2017 年 11 月 9 日 
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262. 「軍人政党の誕生?」  タイ政治社会の潮流 

第 260 回 

2017 年 11 月 23 日 

263. 「『清風』に微笑む国民」  タイ政治社会の潮流 

第 261 回 

2017 年 12 月 27 日 

264. 「日タイ修好 130 周年に思う」  タイ政治社会の潮流 

第 262 回 

2017 年 12 月 21 日 

265. 「2018 年のタイ政局を占う」  タイ政治社会の潮流 

第 263 回 

2018 年 1 月 4 日 

266. 「年内総選挙実施は無理?」  タイ政治社会の潮流 

第 264 回 

2018 年 1 月 18 日 

267. 「『強権政治』はいつまで続くのか」  タイ政治社会の潮流 

第 265 回 

2018 年 2 月 1 日 

268. 「『愛タイ計画』」  タイ政治社会の潮流 

第 266 回 

2018 年 2 月 15 日 

269. 「トゥンヤイ悪夢物語」  タイ政治社会の潮流 

第 267 回 

2018 年 3 月 2 日 

270. 「『クーデター発言』まで」  タイ政治社会の潮流 

第 268 回 

2018 年 3 月 15 日 

271. 「政党設立準備申請が始まる」  タイ政治社会の潮流 

第 269 回 

2018 年 3 月 29 日 

272. 「プラユットが『政治家』へ」  タイ政治社会の潮流 

第 270 回 

2018 年 4 月 19 日 

273. 「『東部の時代』」  タイ政治社会の潮流 

第 271 回 

2018 年 5 月 3 日 

274. 「チット・プーミサック」  タイ政治社会の潮流 

第 272 回 

2018 年 5 月 17 日 

275. 「プアタイ党の解党も可?」  タイ政治社会の潮流 

第 273 回 

2018 年 5 月 31 日 

276. 「仏教界の腐敗と政治」  タイ政治社会の潮流 

第 274 回 

2018 年 6 月 14 日 

277. 「青年実業家の政界入り」  タイ政治社会の潮流 

第 275 回 

2018 年 6 月 28 日 

278. 「正体を現した『国民国家力党』」  タイ政治社会の潮流 

第 276 回 

2018 年 7 月 12 日 

279. 「洞窟救出劇余話」  タイ政治社会の潮流 

第 277 回 

2018 年 7 月 26 日 
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280. 「問われるタックシン（プアタイ党）の

現在」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 278 回 

2018 年 8 月 9 日 

281. 「選挙管理委員会」  タイ政治社会の潮流 

第 279 回 

2018 年 8 月 23 日 

282. 「軍隊の役割と民主化」  タイ政治社会の潮流 

第 280 回 

2018 年 9 月 6 日 

283. 「プアタイ党の党首人事」  タイ政治社会の潮流 

第 281 回 

2018 年 9 月 20 日 

284. 「学生の政治意識」  タイ政治社会の潮流 

第 282 回 

2018 年 10 月 4 日 

285. 「政党の大再編」  タイ政治社会の潮流 

第 283 回 

2018 年 10 月 18 日 

286. 「新陸軍司令官アピラット」  タイ政治社会の潮流 

第 284 回 

2018 年 11 月 1 日 

287. 「何が起きるのか、総選挙」  タイ政治社会の潮流 

第 285 回 

2018 年 11 月 15 日 

288. 「チンナワット兄弟カレンダー」  タイ政治社会の潮流 

第 286 回 

2018 年 11 月 29 日 

289. 「内輪からの『反乱』」  タイ政治社会の潮流 

第 287 回 

2018 年 12 月 13 日 

290. 「新しい権力装置——『上院』」  タイ政治社会の潮流 

第 288 回 

2018 年 12 月 27 日 

291. 「総選挙実施に暗雲」  タイ政治社会の潮流 

第 289 回 

2019 年 1 月 10 日 

292. 「混迷を増す総選挙」  タイ政治社会の潮流 

第 290 回 

2019 年 1 月 24 日 

293. 「長い選挙結果集計期間」  タイ政治社会の潮流 

第 291 回 

2019 年 2 月 7 日 

294. 「ワチラーロンコーン国王の『勅命』を

読む」 

 

 タイ政治社会の潮流 

第 292 回 

2019 年 2 月 21 日 

295. 「非国民、国賊、売国奴」  タイ政治社会の潮流 

第 293 回 

2019 年 3 月 7 日 

296. 「『解党』という武器」  タイ政治社会の潮流 

第 294 回 

2019 年 3 月 21 日 
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297. 「総選挙と今後の展望」  タイ政治社会の潮流 

第 295 回 

2019 年 4 月 4 日 

298. 「長期政権を狙う軍部」  タイ政治社会の潮流 

第 296 回 

2019 年 4 月 18 日 

299. 「挙国一致内閣」  タイ政治社会の潮流 

第 297 回 

2019 年 5 月 2 日 

300. 「『仮の国王』から『真の国王』へ」  タイ政治社会の潮流 

第 298 回 

2019 年 5 月 16 日 

301. 「権力のロンダリング」  タイ政治社会の潮流 

第 299 回 

2019 年 5 月 30 日 

302. 「枢密院議長（代理）」  タイ政治社会の潮流 

第 300 回 

2019 年 6 月 13 日 

303. 「国内治安維持本部」  タイ政治社会の潮流 

第 301 回 

2019 年 6 月 27 日 

304. 「タイには『自由民主制』は根付かない」  タイ政治社会の潮流 

第 302 回 

2019 年 7 月 11 日 

305. 「NCPO 体制が生きている」  タイ政治社会の潮流 

第 303 回 

2019 年 7 月 25 日 

306. 「都市中間層の『伝統的農村像』を」  タイ政治社会の潮流 

第 304 回 

2019 年 8 月 8 日 

307. 「宣誓不十分でプラユット首相辞任?」  タイ政治社会の潮流 

第 305 回 

2019 年 8 月 22 日 

308. 「『平和の日』と『自由タイ』」  タイ政治社会の潮流 

第 306 回 

2019 年 9 月 5 日 

309. 「ポスト『プーミポン・コンセンサス』」  タイ政治社会の潮流 

第 307 回 

2019 年 9 月 19 日 

310. 「新世代政治家の誕生？」  タイ政治社会の潮流 

第 308 回 

2019 年 10 月 3 日 

311. 「新未来党は大丈夫か？」  タイ政治社会の潮流 

第 309 回 

2019 年 10 月 17 日 

312. 「『タイのかたち』」  タイ政治社会の潮流 

第 310 回 

2019 年 10 月 31 日 

 

XI-4. 『クルンテープ』（泰国日本人会） 

No. タイトル  連載名、回 出版年月 

1. 「タイで『故郷』に会う」  おさむちゃんの中のタイ① 2009 年 1 月 



 

49 

2. 「タイ・タイ語へのいざない」 

 

 おさむちゃんの中のタイ② 2009 年 2 月 

3. 「タイ語学習の極意」 

 

 おさむちゃんの中のタイ③ 2009 年 3 月 

4. 「タイ語をどう生かすのか」 

 

 おさむちゃんの中のタイ④ 2009 年 4 月 

5. 「何でも見てやろう」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑤ 2009 年 5 月 

6. 「チュラーロンコーン大学」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑥ 2009 年 6 月 

7. 「バンコク探索」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑦ 2009 年 7 月 

8. 「男子寮生活」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑧ 2009 年 8 月 

9. 「強い上下関係の連鎖社会？」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑨ 2009 年 9 月 

10. 「GNH——Gross National 

 Happiness」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑩ 2009 年 10 月 

11. 「日本における小さなタイ」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑪ 2009 年 11 月 

12. 「『しゃべり』が始まった」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑫ 2009 年 12 月 

13. 「研究と教育の充実へ」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑬ 2010 年 1 月 

14. 「日本・タイ関係」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑭ 2010 年 2 月 

15. 「日本の中のタイの深まり」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑮ 2010 年 3 月 

16. 「タイとタイ以外——外大改革」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑯ 2010 年 4 月 

17. 「失われた 10 年」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑰ 2010 年 5 月 

18. 「『師』としてのタイ」 

 

 おさむちゃんの中のタイ⑱ 2010 年 6 月 
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XI-5. 『ナムチャイノーンピー』（日本タイクラブ） 

No. タイトル  掲載誌名、掲載号 出版年月日 

1. 「年頭挨拶」  『日本タイクラブ通信』創

刊準備号 

1991 年 1 月 

2. 「『2・23 クーデタ』を考える 『新

しい環境』下での『伝統的クーデ

タ』」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 1 号 

1991 年 4 月 2 日 

3. 「1991 年夏タイ旅行の記 転換期の

タイ社会」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 3 号 

1991 年 12 月 15 日 

4. 「1992 年年頭にあたり タイを生き

方の中に」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 4 号 

1992 年 2 月 10 日 

5. 「先生の給料より生徒の給料の方が

高い？」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 7 号 

1992 年 7 月 31 日 

6. 「『物理』から『経済』へ 1992 年の

タイ総選挙を考える」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 9 号 

1993 年 4 月 10 日 

7. 「私の好きなタイ紹介 タイの神様

『チャオプー』」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 10 号 

1993 年 4 月 10 日 

8. 「タイでも自社連立——今年もチュ

ワン政権は続く？」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 19 号 

1995 年 1 月 10 日 

9. 「タイの王室について “タイセミ

ナー”より」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 22 号 

1995 年 7 月 15 日 

10. 「活動の継続に努力を——六才を迎

えた『日本タイクラブ』」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 25 号 

1996 年 1 月 8 日 

11. 「『国会議員演説：諸県の状況』

(1935)『日―本―タイ 友情計画』

による希少本２冊目が出版される」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 29 号 

1996 年 9 月 15 日 



 

51 

12. 「現代タイにおける国王——プーミ

ポン国王即位 50 周年に思う」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 31 号 

1997 年 2 月 10 日 

13. 「タイの『危機』はどこにあるの

か？」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 36 号 

1998 年 2 月 16 日 

14. 「＜マイペンライ＞のほんとうの意

味（リレー随筆）」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 38 号 

1998 年 6 月 10 日 

15. 「1999 年頭に際し」  『ナムチャイノーンピー』

第 41 号 

1999 年 1 月 30 日 

16. 「西暦 2000 年、年頭に際して 90 年

代のタイを振り返る」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 46 号 

2000 年 1 月 15 日 

17. 「新世紀に生かしたいプオイの思想

——サンライ・プラチャータム」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 51 号 

2001 年 2 月 28 日 

18. 「提言：『日本タイクラブ・あり方検

討委員会』の設置を」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 55 号 

2002 年 3 月 27 日 

19. 「日本タイクラブの再出発」  『ナムチャイノーンピー』

第 58 号 

2003 年 3 月 31 日 

20. 「秋篠宮殿下ご一家の今夏訪タイに

随行して」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 60 号 

2003 年 10 月 20 日 

21. 「『泰国猛虎会』主催阪神タイガース

優勝祝賀会 生きた虎と記念撮影」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 61 号 

2004 年 1 月 1 日 

22. 「転換期に立つ日タイ関係——援

助・被援助関係からの脱出」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 62 号 

2004 年 4 月 1 日 

23. 「活動報告 セミナー——『希少本

とタイ社会』」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 62 号 

2004 年 4 月 1 日 

24. 「『日本タイクラブ』を日常生活の中

に」 

 『ナムチャイノーンピー』

第 66 号 

2005 年 5 月 25 日 
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25. 「個人ワークとチームワーク」  『ナムチャイノーンピー』

第 68 号 

2005 年 12 月 31 日 

26. 「新しい潮流が流れ始めている——

新しい模索を」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 69 号 

2006 年 4 月 20 日 

27. 「プーミンポン国王の 60 年」  『ナムチャイノーンピー』

第 70 号 

2006 年 7 月 7 日 

28. 「プーミンポン国王の 60 年(つづ

き) 」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 71 号 

2006 年 10 月 20 日 

29. 「ましなクーデター」  『ナムチャイノーンピー』

第 71 号 

2006 年 10 月 20 日 

30. 「年頭のご挨拶」  『ナムチャイノーンピー』

第 72 号 

2007 年 2 月 15 日 

31. 「交流は自らを変え鍛える」  『ナムチャイノーンピー』

第 73 号 

2007 年 4 月 20 日 

32. 「『互いに引き合う』日本とタイ」  『ナムチャイノーンピー』

第 75 号 

2008 年 5 月 15 日 

33. 「タイ精神の真髄——『三蔵』の刊

行」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 76 号 

2008 年 10 月 20 日 

34. 「今こそ『ナムチャイ』を」  『ナムチャイノーンピー』

第 77 号 

2009 年 2 月 25 日 

35. 「政情不安定と『20 周年』」  『ナムチャイノーンピー』

第 78 号 

2009 年 5 月 22 日 

36. 「20 周年に思う」  『ナムチャイノーンピー』

第 80 号 

2010 年 2 月 27 日 

37. 「<記念講演会>『スコータイの揺ら

ぎ』——岐路に立つタイ（22 年度総

会 記念講演会）」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 81 号 

2010 年 4 月 25 日 

38. 「＜交流＞とはなにか？」  『ナムチャイノーンピー』

第 83 号 

2011 年 2 月 26 日 

39. 「天災と人災の間——小規模 NGO

の現状に思う」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 86 号 

2012 年 2 月 25 日 
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40. 「『タイ政治社会の潮流』大洪水——

工業化の落とし穴」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 86 号 

2012 年 2 月 25 日 

41. 「タイ政治社会の潮流」（NNA・ASIA

連載コラム 2011.10.27 付掲載より転載） 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 86 号 

2012 年 2 月 25 日 

42. 「和魂地球人——発信型国際交流を

目指して」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 89 号 

2013 年 3 月 20 日 

43. 「オバマは、なぜワット・ポーを真っ

先におとずれたのか？」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 90 号 

2013 年 5 月 25 日 

44. 「タイの異常事態に思う」  『ナムチャイノーンピー』

第 92 号 

2014 年 3 月 25 日 

45. 「今年はラッタナコーシン暦 234

年」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 94 号 

2014 年 4 月 10 日 

46. 「タイ農村で出会った『ナムチャイ・

ノーンピー』——北原淳さんの分骨

儀礼」 

 

 『ナムチャイノーンピー』

第 94 号 

2014 年 4 月 10 日 

47. 「金子義久さんを悼む」  『ナムチャイノーンピー』

第 97・98 合併号 

2016 年 8 月 1 日 

48. 「感謝と支援」  『ナムチャイノーンピー』

第 99 号 

2017 年 1 月 25 日 

 

XII. 新聞記事    

            （※『朝日新聞 東京夕刊〈海外文化〉』掲載記事は無署名） 

No. タイトル  新聞紙名 出版年月 

1. 「タイの反日運動を考える——意思

疎通を密にする努力を」 

 

 『毎日新聞 夕刊』 1972 年 12 月 5 日 

2. 「バンコク王朝 200 年 多数の出版

物登場」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1982 年 12 月 28 日 
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3. 「タイの現代把握へ プリーディー

研究」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 3 月 1 日 

4. 「タイ語への翻訳成り『学問のすゝ

め』出版」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 3 月 31 日 

5. 「中国作家がタイ訪問 互いの国の

作品の翻訳紹介など計画」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 5 月 23 日 

6. 「新改訂タイ語事典 方言や俗語を

充実」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 6 月 4 日 

7. 「政治家コラムニストめぐってタイ

で論議」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 8 月 8 日 

8. 「タイ唯一の総合誌『本の世界』が廃

刊」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 9 月 8 日 

9. 「スコータイ朝でタイ学界が論議」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1983 年 10 月 20 日 

10. 「タイ語に訳した良寛歌集を出版」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1983 年 11 月 10 日 

11. 「市民権得つつある東南アジア文芸

賞」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 12 月 1 日 

12. 「タイの人民党革命最後の証人が講

演」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1983 年 12 月 27 日 

13. 「タイの入試改革は国語と社会を重

視」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1984 年 2 月 2 日 

14. 「タイの資本主義史 相次ぐ活発な

研究」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1984 年 4 月 26 日 
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15. 「タイ歴史事典刊行スタート」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1984 年 5 月 22 日 

16. 「タイの現代史的なスラックの自叙

伝」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1984 年 6 月 26 日 

17. 「人気作家スワンニー惜しむタイの

読書界」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1984 年 7 月 17 日 

18. 「『ヒロシマ日記』タイ語訳を刊行」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1984 年 8 月 13 日 

19. 「実質的廃刊免れる タイ出版界の

知恵」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1984 年 10 月 15 日 

20. 「タイの出家者修行 『サンガ』改革

運動」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1984 年 11 月 22 日 

21. 「タイ紙の『おしん』連載に大きな関

心」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1985 年 1 月 4 日 

22. 「タイで注目すべき農耕遺跡の発

掘」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1985 年 3 月 1 日 

23. 「救世主誕生の風説東北タイで広ま

る」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1985 年 5 月 24 日 

24. 「タイの旅芸人モー・ラム養成」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1985 年 7 月 30 日 

25. 「タイ歴史学界に功績 重鎮のロー

ン氏を追悼」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1985 年 10 月 1 日 

26. 「収録文献に少ないタイ人の『日本

論』」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1985 年 12 月 9 日 
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27. 「タイ女性の現状が踏み切らせた翻

訳『サンダカン八番娼館』」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1986 年 1 月 21 日 

28. 「タイの五大学がスラム問題で提

言」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1986 年 3 月 11 日 

29. 「『僧の選挙権』が静かな論議呼ぶ」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1986 年 5 月 26 日 

30. 「『南タイ文化事典』 五年かけ全巻

完成」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1986 年 8 月 8 日 

31. 「タイ現代史研究に新たな好資料刊

行」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1986 年 11 月 6 日 

32. 「タイで論議わく英語の早期教育」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1986 年 11 月 14 日 

33. 「タイの国王賛歌はベートーベン

風・・・」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1987 年 4 月 27 日 

34. 「日本の書籍の売れ行き好調」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1987 年 5 月 7 日 

35. 「在米タイ人増加で仏教文化も活発

に」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1987 年 8 月 4 日 

36. 「タイの政治見つめたサネー教授の

記念本」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1987 年 12 月 28 日 

37. 「カネ目当てのえせ僧 経済発展の

裏で出没」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1988 年 5 月 17 日 

38. 「タイの庶民文化を伝える博物館提

唱」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1988 年 7 月 25 日 
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39. 「『タイの柳田国男』を記念し文化道

場構想」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1989 年 3 月 7 日 

40. 「大王碑文めぐりタイで大論争」  『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

 

1989 年 5 月 9 日 

41. 「タイ政変にもまれた女性知識人浮

き彫り」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1989 年 11 月 20 日 

42. 「古都に学べ都市計画 タイで首都

開発論議」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1990 年 5 月 9 日 

43. 「『魂の故郷』に集い タイ研究国際

会議」 

 

 『朝日新聞 東京夕刊〈海外

文化〉』 

1990 年 8 月 22 日 

44. 「『タイ式民主主義』への挑戦 5 月

事件の意味を考える」 

 

 『朝日新聞 夕刊』 1992 年 6 月 1 日 

45. 「見落としてきたオウムの本性」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』  

 

1995 年 4 月 3 日 

46. 「レイアウト、見出しに工夫を」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1995 年 6 月 4 日 

47. 「好企画『新風アジア太平洋』」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』  

 

1995 年 7 月 23 日 

48. 「注目したい本紙メディア」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1995 年 8 月 27 日 

49. 「氏名の扱いにもっと配慮を」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1995 年 10 月 8 日 

50. 「望まれる地方面の充実」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1995 年 12 月 24 日 
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51. 「『住専』ではもっと鋭い主張を」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1996 年 2 月 4 日 

52. 「考えさせられる『訃報報道』」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1996 年 3 月 24 日 

53. 「フィードバック機能の強化を」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1996 年 5 月 12 日 

54. 「マンネリ打破の批評を」  『産経新聞 朝刊〈紙面批

評〉』   

 

1996 年 6 月 30 日 

55. 「博士殿下精力的なご活動」 

 

 『日本経済新聞』 2006 年 9 月 6 日 

56. 「小さな仲間健やかな成長を」 

 

 『中國新聞』 2006 年 9 月 6 日 

57. 「『小さな仲間』を迎え、深まる家族

のきずな」 

 

 『毎日新聞 朝刊』 2006 年 9 月 7 日 

58. 「タイのクーデター 経済発展と民

主化の時間差」 

 

 『朝日新聞 朝刊』 2006 年 9 月 30 日 

59. 「大阪外大のタイ学 60 年 OB ら記

念誌『白象の歩み』両国関係の変遷

も（コメント）」 

 

 『読売新聞 大阪朝刊』 2011 年 2 月 8 日 

60. 「結束弱い国民 自己を優先（「タイ

式」民主主義とは）」 

 

 『読売新聞 東京朝刊』 2014 年 6 月 14 日 

61. 「外国的視点持つ敬愛集めた名君」

（コメント） 

 

 『京都新聞』 2016 年 10 月 14 日 

62. 「国内の安定化見通せず」 

 

 『朝日新聞 朝刊』 2016 年 10 月 15 日 
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63. "บทสมัภำษณ์สดุ exclusive กับ "อ.โอ

ซำม ุ อำคำง"ิ ผูแ้ปลบทพระรำชนพินธ์

เรือ่ง "ทองแดง" เป็นภำษำญีปุ่่ น" 

 

  By ทัศนีย ์สำลโีภชน ์กรุงเทพ

ธรุกจิ 

2017 年 8 月 14 日 

64. 「国民の身近に存在、タイ前国王葬

儀、『プーミポン時代』終幕」 

 

 『毎日新聞 夕刊』 2017 年 12 月 5 日 

65. 「＜考論＞長期政権、にらんだ体制」

（コメント） 

 

 『朝日新聞 朝刊』 2019 年 6 月 7 日 

 

XIII. 大阪外国語大学関係会報記事 

No. タイトル  掲載誌名、掲載号 出版年月 

1. 「外大平成改革へのご支援を——学生

部長就任挨拶」 

 

 大阪外国語大学同窓会

『会報 咲耶』第 6 号 

1995 年 

2. 「学生部長就任に当って——『外大平成

改革』の推進」 

 

 大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 118 号 

1995 年 2 月 

3. 「いわゆる『日本（人）異質論』につい

て——国際社会へ巣立つ諸君へ」 

 

 大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 119 号 

1995 年 3 月 

4. 「『外大学』入門——新入生諸君へ」  大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 120 号 

1995 年 4 月 

5. 「スポーツは恋人」  大阪外国語大学体育会

『炬火』第 13 号 

1995 年 

6. 「『不潔』のすすめ——青春タイ滞在記」  大阪外国語大学保健管

理センター『保健管理セ

ンター年報』第 16 号 

1996 年 3 月 

7. 「屁理屈——プロ野球と『アジア学』」  大阪外国語大学体育会

『炬火』第 14 号 

1996 年 

8. 「『司馬文学にみる日本と世界』を企画

して」 

 

 大阪外国語大学同窓会

『会報 咲耶』 

1996 年 9 月 
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9. 「21 世紀は困難な時代？——卒業生諸

君へ」 

 

 大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 123 号 

1996 年 3 月 

10. 「最初に『ことば（言語）』ありき」  大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 124 号 

1996 年 4 月 

11. 「大学院改革について——『言語社会研

究科』（区分制博士課程）設置」 

 

 大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 126 号 

1997 年 1 月 

12. 「自己課題を求めて——卒業生諸君へ」  大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 127 号 

1997 年 2 月 

13. 「外大におけるスポーツのあり方——

体育会に望む」 

 

 大阪外国語大学体育会

『炬火』第 15 号 

1997 年 

14. 「外大は何をするところか——新入生

諸君へ」 

 

 大阪外国語大学学生部

『ひろば』第 128 号 

1997 年 3 月 

15. 「『物語』と『歴史』の間——司馬遼太郎

記念文芸講演会」 

 

 大阪外国語大学同窓会

『会報 咲耶』第 9 号 

1998 年 

16. 「ごあいさつ——全『外大人』のご支援

を」 

 大阪外国語大学同窓会

『会報 咲耶』第 10 号 

1999 年 

17. 「口頭による研究成果発表のすすめ—

—1999 年度研究大会によせて」 

 『大阪外国語大学言語

社会学会研究大会報国

集（1999 年 7 月 8 日）』 

1999 年 7 月 

18. 「箕面移転 20 周年に思う」  大阪外国語大学『北摂の

明星―箕面移転 20 年の

歩み―』 

1999 年 

19. 「百・霊・討論——９９間谷祭に望む」  99 間谷祭実行委員会『第

30 回統一外大祭・間谷祭

パンフレット』 

1999 年 10 月 

20. 「体育・スポーツ・運動——『体育会』

とは何ぞや」 

 大阪外国語大学体育会

『炬火』第 17 号 

1999 年 
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XIV. 辞典・事典・年表など 

No. タイトル  掲載書名、出版者 出版年月 

1-1. 「政治的風土、政治」  『もっと知りたいタイ』弘

文堂 

1982 年 9 月 

1-2. 「政治過程、政治」    

1-3. 「政治構造、政治」    

1-4. 「権力構造、政治」 

 

   

2. 約 10 項目執筆 

 

 『大百科事典』平凡社 1984 年 

3-1. 「クウォン Khuang Aphaiwong」  『東南アジアを知る事典』

平凡社 

1986 年 7 月 

3-2. 「ククリット Kukrit Pramot」    

3-3. 「サリット Sarit Thanarat」    

3-4. 「自由タイ」    

3-5. 「セーニー Seni Pramot」    

3-6. 「タノム Thanom Kittikachon」    

3-7. 「 パ ホ ン Phraya Phahon 

Phonphayuhasena」 

   

3-8. 「 ピ ブ ン  Luang Phibun 

Songkhram」 

   

3-9. 「 プ ラ チ ャ ー テ ィ ポ ッ ク 

Prachathipok」 

   

3-10. 「プリディ  Pridi Phanomyong」    

3-11. 「ワチラウット Wachirawut」 

 

   

4. 「タイ」  『アジア現代史年表』大阪

外国語大学アジア研究

会 

 

1989 年 3 月 

5-1. 「2 東南アジア」のうち「20 はじめ

に」、「23 タイ」 

 『世界を学ぶブックガイ

ド』嵯峨野書院 

1994 年 9 月 

5-2. 「3 オセアニア」のうち「30 はじめ

に」 
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6. 「タイ」  『1940 年代アジア総合年

表』大阪外国語大学アジ

ア研究会 

 

1995 年 3 月 

7. 項目執筆  『世界民族問題事典』 平

凡社 

 

1995 年 9 月 

8-1. 「ガイドライン政治」  『タイの事典』同朋舎出版 1993 年 3 月 

8-2. 「圧力集団」    

8-3. 「ウボンラット王女」    

8-4. 「王制」    

8-5. 「オリエンタル・ホテル」    

8-6. 「学生運動」    

8-7. 「革命団布告」    

8-8. 「クーデター」    

8-9. 「憲法」    

8-10. 「国会」    

8-11. 「シリキット王妃」    

8-12. 「シリントーン王女」    

8-13. 「新聞」    

8-14. 「スラック・シワラック」    

8-15. 「政党」    

8-16. 「セーニー・プラモート」    

8-17. 「選挙」    

8-18. 「ソンクラーナカリン親王」    

8-19. 「タイ国共産党」    

8-20. 「チュラーポーン王女」    

8-21. 「チョンブリー」    

8-22. 「日本商品不買運動」    

8-23. 「犯罪」    

8-24. 「バーンセーン」    

8-25. 「プレーム・ティンスーラーノン」    

8-26. 「プワイ・ウンパーコーン」    

8-27. 「ホワヒン」    

8-28. 「民主記念塔」    

8-29. 「ラーマ 6 世」    
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8-30. 「ラーマ 7 世」    

8-31. 「ラーマ 8 世」    

8-32. 「ラーマ 9 世」    

8-33. 「ラヨーン」    

8-34. 「ワチラロンコーン皇太子」    

8-35. 「資料編・仏暦 2534 年（1991）タ

イ王国憲法（抜粋）」 

   

8-36. 「資料編・憲法変遷年表と改変条

項」 

   

8-37. 「資料編・総選挙と政党別当選者数

（1957-1992）」 

   

8-38. 「資料編・歴代首相一覧」 

 

   

9. 「政治と経済」のうち、「1 古い政治

——官僚政治」、「2 新しい政治—

—政党政治への一歩」、「3 変わら

ぬ政治——政治文化」、「4 二段階

民主化——タイ政治の将来」 

 

 『もっと知りたいタイ・第

2 版』弘文堂 

1995 年 3 月 

10. 項目執筆 

 

 『事典家族』弘文堂 1996 年 9 月 

11. 項目執筆  『新訂増補・世界民族問題

事典』平凡社 

 

2002 年 11 月 

12-1. 「第 9 章 地方政治——チャオポー

から自治へ」 

 『タイを知るための 60

章』明石書店 

2003 年 5 月 

12-2. 「コラム 2 タイの大学」のうち「チ

ュラーロンコーン大学——転換期

に立つ最古の大学」 

 

   

13-1. 「サリット」  『新版・東南アジアを知る

事典』平凡社 

2008 年 6 月 

13-2. 「自由タイ」    

13-3. 「タノーム」    

13-4. 「パホン」    

13-5. 「ピブーン」    
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13-6. 「プラモート兄弟」    

13-7. 「プリーディー」    

13-8. 「ラーマ 6 世」    

13-9. 「ラーマ 9 世」 

 

   

14-1. 「総説・観光」  『タイ事典』めこん 2009 年 9 月 

14-2. 「総説・日タイ関係」    

14-3. 「圧力集団」    

14-4. 「アピシット・ウェーチャーチーワ」    

14-5. 「ウィチットワータカーン」    

14-6. 「ルアン」    

14-7. 「ウボンラット（王女）」    

14-8. 「王権」    

14-9. 「王族」    

14-10. 「王立学士院」    

14-11. 「クックリット・プラモート」    

14-12. 「コー・ソー・ロー・クラープ」    

14-13. 「国歌」    

14-14. 「国会議事堂」    

14-15. 「国旗」    

14-16. 「サイアム・ソサエティ」    

14-17. 「在日タイ人社会」    

14-18. 「サマック・スンタラウェート」    

14-19. 「シリキット（王妃）」    

14-20. 「シリントーン（王女）」    

14-21. 「スラック・シワラック」    

14-22. 「スラユット・チュラーノン」    

14-23. 「政党」    

14-24. 「セークサン・プラスートクン」    

14-25. 「ソー・セータブット」    

14-26. 「ソンクラーナカリン（親王）」    

14-27. 「タイ国元日本留学生協会」    

14-28. 「チャオ・ポー」    

14-29. 「チュラーポン（王女）」    

14-30. 「ティエンワン」    

14-31. 「闘鶏」    
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14-32. 「日本商品不買運動」    

14-33. 「バンコク日本人学校」    

14-34. 「不敬罪」    

14-35. 「プレーム・ティンスラーノン」    

14-36. 「プワイ・ウンパーコーン」    

14-37. 「マンラーイ法典」    

14-38. 「民主記念塔」    

14-39. 「民主主義のための国民連合（PDA）」    

14-40. 「ラック・タイ」    

14-41. 「ラッタナコーシン王朝」    

14-42. 「ラーマ 1 世」    

14-43. 「ラーマ 2 世」    

14-44. 「ラーマ 3 世」    

14-45. 「ラーマ 4 世」    

14-46. 「ラーマ 5 世」    

14-47. 「ラーマ 6 世」    

14-48. 「ラーマ 7 世」    

14-49. 「ラーマ 8 世」    

14-50. 「ラーマ 9 世」    

14-51. 「ワチラーロンコーン（皇太子）」    

14-52. 「ワンワイタヤーコーン（親王）」    

15-1. 「第 67 章 山田長政は日本人では

ない? 王国を支えた『日本人』」 

 『タイを知るための 72

章』明石書店 

2014 年 7 月 

15-2. 「第 69 章 泰日工業大学——日タ

イ交流の傑作」 
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